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Akira Sノo\lTοInfluences of NaCIOs 011 Respiratory 

Functious of Root.Apices of Seedlings 

夜、 主言。 1]~{~+:1，(，対する 1';t{!Eの処が本i'i!Jに対す {ì :tEHI:伎にどのような影響会与えるかを検討する

ためにど'，}.:かその伯の処野校 iま Yとして I ノたスギ，ヒノキ， ;;口マソの尿検えず♂の伝説(♂)11]'

lJ!_'Z l:立 9 なわびl dy れらの苅本の以そ NaC10s *idと授とi長.却し l: :.l，f.}合の必1'Jl後の t:~g;Mの呼吸fもそ

'7 … Jレブルグ枚!r:.nl (ね í~t'ilAJJk~ ， 33 0C) 告にjいでしらべにのぷ，あ去らかにした。

1) スギ，ヒノキとも討の島、憶が!rていものほど NaCI03 とよ品目、f収 1i}i: (!)[lく了が少ない。

2) ;自 ]1121立ヒノ'(�'( (JJ tR!\::.\の呼汲ず2V秘密そ 1]' え p カリ (15 g/m 2 ) がJJ子汲iil勺を{いえする航 fiせにあ

ó が s スギにしでは大きな主をえない3

3) スギ\ ヒノキとも太に土j ずる f:十~ii以と肥料 ;33嬰去のjCi犯!立のパテ〉スが，絞九九の crJ 政機

の NaCIOs 波処ι; によるド干の程皮!と大きく lit:~!;専を与える。

4) :jミルド，液与を紋めした r:ぶjqま， l'ねCl0s 淡路仰による飢餓の仲間 zJ距び);;平安;が大きいのまた，

!二郎の NaCI0s 波1:'8t?i処1mlとよっていらじるしい五年擦をみとめるようにはる。

めじ(;t 

ドメ1] りまたはお似てごの除り:のそ:ì)Jíじのため lと， !)1~ J0C ií:;jの使HJ カ)~~ん ~C行なわれてュ0Hi\~tÛlの J也どしらえ，

きた。またル方ではト:ï!\'i. )J j:;.);}誌のためにが!栽木 lと対する PE:治，あるいは縫う1 向!おのための総犯が行 fJわ

れている。このような Jjl\:ji~ 林 J1h O)ljjl. どしらえ〉 ドメザりまたは漉ne 辛子 rj-なった総力;iで徐草剤を)fjいると念~[

かr:1'!~JJO)除草剤による怒か中日栄作用などによって，i丸紅iòf ，と徐々n芥[)の;古;八:f!I， nJ

\n r-じ大きく影?与をl3:えるごと られるの

ζ れからは徐車約の{交付l~mtをどくでは， I徐草部υ)ft用こ女、;ずる Jt平Ijが大きい。したがって，さらに介

ノ);lttにとどめるとか，あるいは全く ~(fr しいタ入浴lと flitì:のない r)j-~ Nl 斉[j())!片3 Sr6などに;Jyj1\~ょするととろが大さ

どトn木心oM';l{[郊による;+こ絞?をでは~ lY�3J (~か(~林地での H'trU:日とか，

のように影得するかを!ql るよこめに，ヨとしてペミ CJ:) l広域!ω時限飽から検すした。

この尖J訟の滋行;と潔してどj 三 l功いただいた1司令tFH国交場の本土:指定1:J: IJ!:j間文劫 rj] ~と行なったもので，

またこの研究のとりまとめに際して，設立Tなどり~':.，をいただいたがにえ九州支i誌のtizk林;ρぅピなミ，女IT~

術資材、印J心火山不先送ii乙 .JftS)Tf2r J::. Vtf ;{* !~1二研究'fiH込またtfE児島ノlぐ、~r:'Mt妥協 rl!救

七むこ{;fiくお礼 rp し上げる c

.+..未 A
j 

1972長手 7 Il:3.l羽交均1

(1) 主主林部
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I NaClOz かi~)jEをほどとしたE高木の根織の

呼吸機 iこ与える影響

林地用除草剤 lこは，その作用特注が非選択(f]な l除 :[1をもつものが多い。そのために地どしらえj日として

ば使rtlだきても，法令icJÙ2 (i)下メlj り)むとして用いるときには9 級裁7仰とxiする~容を;$E')~~Ji しなければならな

い。とく い除草刈!とか，後効性のいちじるしい除草剤では，収部接触あるいは

吸収移行による薬議が問題である。しかし，大林ら8) は，サすとUllliとス宇\ ヒノキを椴ょにし，その翌年;乙

下メIJ り m として擁立主終ソー した1}11 (j-.~，ご，散布後 2~3 か月間は4郎、楽J4Fが現われたが，や

がて回復したととを報告している o NaCl向に認するかぎり，造林水{乙対する

くてもよい場合も考えられる ο

しな

一寸史 iご， ?J;li認をJ，&ノ~J)ijl~ ~とおさえるため iとは，薬剤との接触をざけたり， ;&}烈よりはも1剤そJil いたり， 1立

j本木の樹積品磁の選択などがあげられJ るが，一方では衿え111ζ71ずる除草剤と m~ネ r のお用があるのすなわち，

除主主斉Ijによる生育組答:会織犯によって成長促滋し，裕完しようとするものである。須崎9)11) 1む NaCI03

と (NH4)2S04 の ìlUjjLl:，その効iえがすぐれており，とくに当年生のアヤスギlこ対するスポット散布の効

果がいちじるしし ド刈り区にHヨペて 3 倍近くも成災を促進♂したことを報告している。

ここいでは， NaCIOs るものと=ぢえ，あらかじめ名穣の競技包会お ζ なって1'1

成したスヰヘ ヒノキのよ衣替'Ò3~ごつい‘てg そのtR.~j\~}の呼汲誌の12主導ーがiによる どのように肥料の施用

が関与するかを潟べた。なお，実際lと|漁 H~'[rrlJ~二除本目的!ζ用いるときには， N乱CI0a の地中における般化

滋コズr:の i過也科稜Aそj然2蕊~1初:す安;店;

[中Iドi心心、;にこして述ベる O

1-], 肥料の滋類による iiまい

1-1~L 災段目的と災験方法

4;.}-事..,- , NaCIOs 液の処J'[J!を行なったものを

f各殺の ill把をほどこして育成したスヰ 1二ノヰーの床持活について， '}…ノレブル夕、検庄U~でその絞端の時

政援をi七絞するとともに， NaClOs よ lノプご o

林試rg[SI支:坊の筒畑で守 Table 1 iと示し したスギ\ ヒノキ 0) 1 

2 、みm ず%守翁
、/'/ぃ o んJ. .-f:コ， として，オガクズ:ìii;fj~; 5, 000 gfm2, リン安カリ (N : P2ﾜ� : KzOロ 10: 14 : 

13) 37 g/m2 を施こした。;本報会;.，.j:1，部組でず子治したものはすべてとの方法に準ずる。

上記の1治木そ， 19G8 主f O) 8 Jj から 9 月初旬にかけて jlITlり Lげ p その根端のi手段援を総べた。

呼吸ミiの測定方法の火主主は次のとおりである。供TIi~~f.吉木 {i~ 少なくとも樹立品開始の 24 時間前 iζ掘りと

って線系をよく;丸い，水道Aくにつけた。との際， ト分 lζ:宅気を送り ζんだc また，

はじめて除竿約hk~ど浸漬処}'ll 9 る場合をのぞいて， fll!はとの7}z滋J1jくにつけたあとにp 所定濃度の降車JrI1液

, -4-
しノ/‘~O

茂木の級協与を 1 cm Jlくさに切りムり，その生二雪 19 相当量~'fF童乞 これをワーノレフツlノグ測定容器の:ヒ袋

iと脱l イオン;j( 2, 0 m1 とともに入才L， CO2 の吸収刻として O.3ml の 20% KOH 放を、話IJ~ねむ初rl ;.tii'とは除

却:剤波;ζ根端が議~ii， Li:こ i直後の呼吸の変化を RiÆべるときに， 所定濃疫の絵本剣液 LOml を入れ〔必要の

ないときには， 1. Oml のJ1~~イオン水そ入れる)， 33"C のiB!皮条件で側圧した。測庄は容器提 {ê}}i/，水機 iと

入れ，モーターを始動Aさせたあと少なくとも 10 分経過してから開始した。



塩素!52/P タラタ}13オ:の1E!:i，;の呼吸践に与える影響(渓磁〉 時-AO
 

1、且ble 1‘ 実験問 1 [[1]).ふを宇治の i守成

Fertilizer treatments of sample transplanted seedl匤gs 
(2 year仕old SUGI and HIN黑I seedl絜gs) 

(a) 

よ白 紙 iR Jj曻* 
Y巴rtilizer tr巴atments 0託
17, .l'v1ay, 1968 I N 

(b) 
K 

(c) :iii:土7;品!<.lií区 JTl の tN木
l々rtílized with only 
Magnesia lime 

(d) JII司王、l
¥2 I 17 I 16 む己 b6 I 1J.l;lrt 1 ヲ68. 8~'~9 

字 表h守二とと災l{ló

ブ二i;私立各送iD['"， íポごとに 3 j;;母体について行ない，その平均f:ti安その ili iJ21宝の呼 lEえ壌としたの

なおラ 1. 0g 初当 i量とったが3 むUFE終了後約 ~jl:にし，総~i乙 ~ÛTIi 1 illg あたりの呼吸量: (μl) 

として淡jf; 1 ノたり

1 1 2，実験結 J;L

a) NaCl� 

込Hc条件。二}広いによ Table 2, 3 iこノわした{立を得た c íJf[殺の滋忍i~む少なくとも泌

60 分間はやlj{[iJ寺 IHJ あたり一づにであったの

Tabl自 2 ;ふら，ス コで ]:Ü なり，多いものから，1In:{&とあげる乙， N+P[}5+ 

Kz�( d) >K2�( b) >lil~ (g fl巴 (a)>Mg�+Ca�( c) であっ ffo しかし，分散分析の結果， 5災づ λk惨でず]冶，

;&:が認められない綬，交の jまいであったのヒノキでは， Kz�( b)>Mgüj-Caü(ι)>N十九Üð+ K2Ü(d)>

Jnb出 jj[\C a) であって， jnt 58 U::lJ l~まとむj!記長Wilおよび1á !J己区中目立問に 59ó 水殺で有意jfが認めりれた。ま t~:

tM夜間マ(む肥料 3 製表;D肥区 (d) ゼ送いがほ主んどなかったが， Hhoコ治)1巴!て (a~~c) では紛失j J'i'J Iζ ヒ

'1、able 2‘ 

1ミ巴spi.ration by root-ap�.ces of 2 years喝ld s巴巴dlings of 
SUGr and HIN黑I (in cas日 of normal oxyg忠n level) 

一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……日一一一…………‘日一日リ晶一……………《日……一晶}…一一‘日晶《一a一， 晶晶日'凋目‘‘u晶晶'晶'晶 目‘一一一‘一 一一一一一一……一一…日一可.晶日一一，‘ '一可.一一一一一一一日晶山いd吋4一 晶圃…一

11子 IQえ 議 Respiratory amount (p.{fmgfhr 

ュJ::l :x. 見IJ
ス ギ， SUGI ヒノキ.HINüKI

ト、出rti..li zer tτ昨日tmens

1九 内, 
U Means U '> お1e日ns

(a) ;ntì)}Un の t{I:;，}.:
。守 60 0.81 O. 己 4 o 68 0.70 0.69 O. 72 ハ〉曹今ア()

only K I O. 51 I 0.63 I O. 己ヲ 0.61 O. ヲ己 0.9ひ 0.94 0.96 

(c) こrとt石ili灰ze施コ木a I 0.56 � O. 49 I (), 48 i ().51 i 0.82 i ().67 I 0.92 I 0.80 with Magnes�.a lime 

(d) m叫、Ì' 3 芝E，干:~:tlE用のl1J~:ぷ iO ‘ 69 i 0、 68 I 0冬 7 ヲ I 0‘ 72 l 0.66 I 0.75 I O. '16 I ()‘ i2 K 
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Table 3 幽 呼吸についての分散分析

i¥nalysis of vari呂nce of respiration 

iえi
ci 

山
由1

 

<
ジ」~ 

Factor 

j又 f友 Repetition 2 .1.00. .l� 50.09 

処干EGJô Betw色en tr悶tments ) ハイ 772.22 白ツ}只57. 1 

対照。Jntrol- ー込l氾 F己rtilíz色r日 1 1 O. 3~'~ 110.35 

Betw日巴n fert匀izers 2 661. 87 3:30.93 

tJ~I ミ Erγ01' 6 428.:53 ? 1. 4:3 

全体 Total 11 1300.92 

SUGI -. ノ、

lUNOKI 

2

3

1

2

6

 

43.75 

408.08本

404.69ネ

4C:9. 78* 

50.42 

(31'.50 

12ょ4.25

4()4.69 

819.56 

302.50 

1614.25 

守一/ 

JJZ. j変 Repetition

処JllilliJ B巴tween t1'己批l11 ents

対照 Control一退社1: Fertilizers 
迫fI巴[羽 Between ﾍertilizers 
誤笈 I付ror

会保 Total

得 Slgnificant at 5% leve1. 

ノニトの呼吸がiF仏、{県三ij にあった。

根;系を NaCIOg !i:Z 1こ没iムしたLi4合の松i自の1fJ'汲b) 

:1!hJ.{'j\をつけたままの状滋で 3.00あの N旦CI03 i伐に浸 ivl しヒノキTable 1 のス 4う

てから， 3 時間， 17 時 1i1l， 66 時間後過ごとに薬液からとり iU してJ:く水}51; し，名iQt~以ごとに松坊;の日子汲

登守~m日ぺ大:。この滋仏、にも ûljYE容認の部IJ 3i 1こは， NaCI03 液を入れていなし、。

ヒノキの各iG.iJE区ごとにスごに

XlOO 

によって， ~1~燃の呼汲能。コ薬液処王子{による~& tilli~ :1-:")jミしたのが Fig‘ 1 であるのタテ郭1 ~こ HHj告の[呼吸誌の治

ご7 コ粘iと液波茂!li]Jlf! 1寺 ij，{lをとってある。j'&~ 

市;!ての村 L系を 3.0096 NaCIOs 液に没dl処理すると 9 処混乱lHiJ ;ó; 17 時間まではよr，較的?みやかに根ir!Mの

その後ゆるやかに進行するようだf ただし， 66 時間で子!及協が阻 [;;1 される

退色し~ ?;交努がみとめられた。そのなかで，ユJU皮処理による線漏iの呼吸'í=I!g(7コ限努本のいちじる 1.... いものか

らあげると，スギでは N ト P205十 K20(d) >lnbßH巴 (a) ~>K20( b )>MgO+CaO( c) であり， ヒノキで

は K20( b)>MgO十 CaO( c)>紙iéJJJ[":( a) :>N +h05+ K20( d) マあった。

築総処理立後の呼吸能のほ移をてる必婆から，測定容認の拐Ij認に最終!lJnW.ll友〉足度が 0.50% となるよ

うに1. 5016 の NaCIOs 波 1. 0 ml を入れて，測定議~~'I付ではじめて，民主じよを薬液f処理した場合の，処t[J

日き:後 60 分 IHôCJ)呼吸惚の推移を湖べたのが， Fig. 2, 3 である G NaCIOg 波を入れたブランクのEE変化会消

ベfこ結月t NaCI03 液与を入れないプランクの日変氾と [，，]じであったので，各測定iii'[は NaCIOs Îi!，(そ入れな

それぞれの[手以 N~' とした。いブランクのEE変化で補正しで》

スギ (Fig. 2) で;ま p 日子 j長訟がl~i~液!iL1tlllによって一日、日自にお :sr:巴ほとも終処洩の〆/ベjレ(100) よりも低

Fするが，ぷのfít しだいに高i往し，とくにでけ石灰il'jflB IZ.では) ~?O 分あるいは 30 分経過後に1nHI1J!平、のレ
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Fig. 1 HU!M!D 3.00.,0 NaCI03 iGえ

見こよる lヴ 11長の夜九

Ch日nges o:f 1'esp叝at卲n oﾍ 1'001 

乱pices follo'wing a.oo"シ NaCI02
solnt�n treatmcnt. 

1 こ:IC

iJ 
、

i re(_1Tr:lt:'ni，:て IfYIH <.町、}

F刕. 2 スぶ1九、の限切の O. ti05彰

I..JaCI08 下Jl.~( ，Jこど;r手!Q;えの化

C11乱nges of r日spiratioll foLowing 
O.50 ,%; N品C103 solution treatrnent 
in root.apices 0/ SUGl s日edlings.

!í'ι 円台 lt tì :r己 (1刊の

Flg.3 t二/ :.\--..J_ふさ?ト ú o.)村誌の 0.50クど

N2.CI03 による日Ji)kのま〈イヒ

Cha口g色S of respiration Jolio 明 ing
O. 'ïO汚 NaClüs so�t卲n treatnwnt 
in root'�J)ices of ITLNOKI s以、dli 口gs

λ
F
M
G
V

口
;
汽
一
日
ω
!、
ト
。

ノ、

; ~ヘνJ 仁川t プ rY[
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ベルよりも高進する時期があり，その後ゆるやかに低ドしはじめる傾向を示した。そのなかで，経時的に

処理直後の抑制期での低下の程度がいちじるしく， しかも高進期での高進の程I1:lが少ないものからあげる

と，無ìfHJill， (a)>N十九05十 K20(d) >K20( b) >MgO十CaO( c) であった。ーー方， ヒノキ (Fig. 3) で

も，処理による呼吸j駄の推移は，スギ (Fi芯 2) の場合と類似した傾向を示したが，薬液添加li'l後の低下

の程度がスギよりもいちじるしい傾向にあった。また高進鶏においては，スギよりも低い。 呼吸が安定す

るのは， 30 分経過してからで，この時点でのH手数量を殴客E容のもっともいちじるしいものからあげると，

K20(b)>MgO十 CaO(c )>N十九05十 K20(ct)>無追肥(a) であった。

薬液処理直後の日子肢の低下が，はたして及、lζi守政の低下を意味するのか，それとも NaCIOs が根治iなど

の有機物にふれることにより分解し， O2 を発生したのか， KOH Iζ汲着されないその他のガス発生があ

ったのか，または呼吸に無関係の CO2 の発会二があったかどうかが問題であった。そこで，スヰ:、3 ヒノキ

の笛木の根端 19 相当量を一夜 80 0C で乾燥したものに・つい‘て，上記と!司様:の方法で薬液処理を行ない，

処理[~:後の圧変化を調べた。そのがi泉，処J[í!.J1塁後 2 ~3 :5}内 lζ 35 f.'lfmg (卒主主主)程度の急激な庄の高ま

りがあったが，処理後 8 分程皮経j過するとブランクとほぼ|笥 1:程度IC !i i]復した。その後はj 30 分間，J 1と 10

μljmg 綬E誌の庄の減少をみとめた。したがって，薬液処王室直後lζ KOHj設とか脱イオン水lζ汲箸されるよ

うな，ある緩のガスの急激な放/1\ があったものと考えられる。

なお， Tabl記 1 の各商木の供試年の仲良主主は. Table 4 iC5ïミすとおりであった。有意伎の検定を行なっ

ていないが2 スギの iまこと石灰追!犯の樹木 (c )，肥料 31霊祭 iliHj~~の部本 (d) で成長がIl主主妥であるといえる

ょうだ。

1 日1~3. 考察

スギ， ヒノキのG.'ficlこ， NaCIOa i夜を処7淫すると， 1.長端の呼吸有誌が処濯直後 iζ低下するが，夜ちに@I復

し，その後また低下しはじめる傾向を示した。

;ß胞の橋美買を MgO十CaO( c) と K20( b) の夕、ノレープ， N+P205+K20(ct) と無追flE (a) のグルー

プiと大男付m るとき，前替のグ、Jレーフ，0 (立後者のグループよ()， 3, 0096 [J俊?とより長時間処務 (Fig.1) しでも，

また最終処理淡濃度 0.50% 淡による処王手蕨後 (Flg. 2，めでも，常にi史民、呼吸i設を示す綴向がみられる。

ζの ζ とは，処理直後の呼吸;畿の 11民{立が，処王堅持問を延長しても大きくは変わらないことをIlif示じてい

る。したがって，処限後 60分閣の呼吸議の推移から j NaCJOs IC対する抵抗性の比絞がある程度可能で

Table 4. ti'í・ ic の伸長登

M己an h邑ight growth of 2 years唱ld s巴edlings of SUGI and HINOKI 

球 目巴 区 別
Fertilizer trEぅatments

(a) 無迫犯の活水
Unfertilized 

(b) カリ王手HJ の茂木
Fertilized with only K 

(c) 者土石灰施}おの樹木
F、ertilized w咜h Magnesia lime 

(d) !肥料 3 主要素施用の笛木
Fertilized with N, P , K 

ス キゴ SUGl ヒノキ HINOKI

19.7 (100) 11.9(100) 

22. 1 (112) 11 蜘 4 ( 96) 

25.4 (130) 12.3 (104) 

25.3 (129) 11.4 (96) 



jii紫綬ソ w グえトOJ:E~Yfn.の官、F自立と与える歪ぞ ~ 35 ~ 

あるかもしれない o ;5 ~去にのノ、たように， KOH とか悦イオン *1ご 1.!&3;認されるような予 11、f !i&にせ !?iとしない

ガス 0)グG :J:: l)~n:rjHII-C あるが， J 

" , しかもその後の!日l夜却jで t訴数 100

(JTít &lH祉の Lノベル〉 iこ芯い花、務会5jミすカ\ NaCIOB の;;手引をつけにくいが符えられる。したが

-c この尖鋭Jこ慨するかさ lコヲ ス }(""C('立 MgO+CaO か KlJ を 2をした治メ: (c , b) , ヒノキではこれと逆

!と N 斗 P20け.K20 を t:'lQした i\'iノ (d) 也本 (a) で， N乱C10;) ?とよる うけ;ごくい主

いえるかもしれない。

この制:~;mi閣のちがいはs スギよりもとノキの}:J jJ (， i 企i

。J;かもし寸しなし、。 ま rこ? スょ1とでは， をある :f{l15EBlオ.() 11-) íj-{，ヒノキはこれをそれほどIEf!求し fJ山、

とと、子怒I~択するのかもしれ勾む

NaCIOs 被災てよ〉で lと{、活必パEのレベノレ lと♂いし子以の移ぞ}:"'民民:心的オ、:ふ Table 2 tζノ;f~ L 

た NaCI03 主 Jn-~0_~}}Itの滋台の n子吸 tJが少なし、 U こうい ， iこ とも， 占つのがれ?ととしとあげられるよう

?ごも

NaCI03をパji~;:F U:)むJ1il 、f るとョ 2~) iLW._JfE じo !if1J')1一心、 21 長.ì:~:ù f.i九勺あとに? はげしく n子又51カ'1iE F 

するという憶と'.11、がある c しかしラ との;なl公}行 ~'J 2 ，--__，::)日明日;で、又t誌の DE

1;子吸j設がそれほどあ台らかでなくヲ約百刊で材会もす心でよ Jと令そ〆7)

守、 γμ1 1.;"" '，..-;!..、
~) :1 G "',,:) ,-; }f.: iμ 'N.::.; 土ド 〈ナペ点、

として 1I刊以 };;{lがみとめられ

るという総会と ~，j_ ;1;\(分ちがっ允 fl.Î~rUj tしあ F たがs Ì"JaC.1 C};~ 3.00泌 (Fig' ， 1) とえ

ヲるのかもしれFJ し、ゾ

1 -2 , 月思料 3 議室長め施熔援による速い

1 2 L ;五1j免 とワ:験方I};

ト，JaC.l山被処ょTIUこ」る fヨオミジ汁

3 [ノ --t: tff木と 公立117!lJ111Jlkで\;， 1 ちじる ν l..，、 j主い士、 Lむめたのでョ と乙で:ょとく(ご

肥料 3 !f4~京にた点をしぼって，そのぷ7いろいろと変えた場合L引I}紋誌の;えいについて淡討した c

;f不正式I'l1 誌の先日で> Table 5;ζ5jミした、 (1:戊したスドヲ ヒノ干のJ[日以のうち? その (a)

(d)(g) の笥/わ~この2JZ店主に 0' た。 れらのだi木本ヲω 年の 9 )] 1:こ設 Ji') とってイJむえし i:~o

1 2 2 町 災犠給 J込

a) NaCI0s ì削除処j'ill['J'X(})収織の rr~'I.段

NaC10" て、必 1ノなかべたむコ校総j CJ)何時じ礼会 z 友ごとに 60 し}て /'jミし 1この力主

τable ()である。

スギ心nj~~)Z jtt ~土， in!j[沢弘J S?6 ノJ<J\γで +rxl;)i~jJパ泌~~\Ò ~:れな -� /::0 ;.f.;'門店りのどとし、もあきらかつ了な

いつなん\肥料 3 袋341合議:J斗i止をィ?なったヒ/千の(E')は，反の旬、し手!とともに立約れ状f!.~ とな

り tλ試っさ会 f;;j口った。

わ 1 NaCi()s 液 IC渋後処121 しだよJ主治(})呼吸

ワいで，符じく Table 5 の (a)(d)(g) のスド， ヒ/干の ['iî人ーにつ(: 調，!líi::筏什

C各品ぎの NaCìOs 放にそれぞれ没渓処工~] 1ノ? その処JI ，\UU{;;: 60 分間のDT股去のÌÍf移を E ヨベ 1，:。スヰ:の

行í ;j、:(D結果を Fig. -1, ;), (� ;乙 ヒノキの{{jぶの結果点下、igo 7, 8 i， ~--=~j 、しずこ。

1た l 石氏手 J件、1， 3 ~さ:完治犯のスドのヴ円、3b1e 5 の<l)の，こ汲終交 O、 25~ 。‘ 50， 1. 00% 液氾

f立を行えE った i禁の， (Fig, -1) ;εみると~ 0.2596 レベルにもっ
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T的le 5. 実験問 1 D:~J]床主主的の育成

Ferti1iz巴rτreatments of sample transplanted seedlings 
(2 years-old SUGI and HINOKl) 

ill IJ巴区別
1デ巴rtilízer trεatments 
N, P , .K : 23 , May. 1969 
Magnesia Hmε10， May, 196ヲ: N \
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備 ;_j考

Notes 

(a) 3要素，背土石氏施mの，筒K木 9 13 12 
29..-..___.Sl 

。

Iイ冶rtiliz巴d with N, P 11?--v153 
and 乱1agn巴sia lime 

29丹-51
b (b) I! 弓 13 12 

:.7九-153

(c) ヲ 11 12 
29ハ---5 J.

7.5 11 
l' 7 ハ，-153

(d) キrいtJli姿zεヌdミ施 のN白，木P , K 9 13 12 。

L 巴 j I! ヲ 1ムつυ 12 υ Cご

(f) 11 9 13 門!. ;) 

(g) 肥料 3 要素 f音盤施沼のb筒Jeホ:I 18 I 26 I 24 I 。

F ertiIi zed with.' do 
N, P , K 

(h) 11 18 26 24 5 

(�) 11 J8 μ勺ζ、， 24 7.5 

(B" 'r&] l1{fm 
Nurs巴ry
pr呂ctice

ヤナセスギ、

(支店二)
Yanasesug� 

ヒノキ(実生)

?第五;1. : 1968.3 

X9 

Table (i 無!iI.1JllHñの1']1)，需の呼吸

Respiration by root-且pic巴s of 2 years-old seedlings of 
SむGI and HINOKI (without th巴 herbicide treatrn巴nt)

1)子 阪 治t. Respiratory amount (μIjmgJhr) 

i� 1巴 :゚ 
ス ギ SじGI ヒノキ HINOKI

Fertilizer tre乱t江1e紅ts

2 3 M間ns 2 :3 1M巴呂笠宮

(a) 3 要素，督土石氏施用の笛木 0.69 0.81 0.69 O. 73 。も 58 0.76 0.70 0.68 
Fertilized with N, P , K and 
Magnesia lime 

(d) 肥料 3~~三塁施尽の的オミ 0.64 0.64 0, 71 0.66 O. 70 0.72 0.73 0.72 Fertilized with N , P , K 

(g) !lB料 3 芸~，主倍量級汁W)前木 0.65 0.58 0.85 0.69 
F記rtilìzed with double N, P , K 

とも近い。 0.50% 液処玉虫となると山命線?と高迭し， 1. 0096 液処理でもっとも呼吸能の阻容がいちじるしか

った。肥料 3 :~妻系 if\胞のスギ箇円、abl日 5 の d) について調べた結栄 (Fig めでは， Fig, 4 と比べて

1..00% 液u佐渡でも呼吸の低下が認められず，送 lこもっとも高進し，肥料 3 波系倍，w.:iliJ犯のスギ指 (Table

5 の g) の結果 (Fig. 6) でも，同様に主l1f可!液濃度の途いによって江刊えの低下会認めたものがなかった。

ζのように，各追!l巴ほとも，処f生後の:乎汲設の低下あるいは促進の程度Jた

り変化するととがあきらかである。

ヒノキjÏjø芳一 l'石氏，肥料 3 要系混用区 (Table 5 の a) の呼吸の推移 (Fi怠 7) は，どの薬液濃度で

よってかな

も処理後;とOf肢がj~~:iJ滋しなかった。さらに薬液濃度のちがいによる変化の憶が小さし、。!!t".料 3 1J'! ;f;JB.H~]の



場以前夜ゾ ダカマfîオミの H刊誌の nÝGえ1-î~:(，主主1 える議久野わうTj!~i) 一?汀ー
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ーみ

n 1 

t口コ 1 

/ 

くCJ 

-占ム J 

尽3
』

cλ 包
ソ治「

♂ 

ii-\;~ðtn I とげt time(i日 ηJ

Flg~ 4 E:; 〆 :1- .b\~J 料 3 !要栄治iJ!口のス 'f~f~ff

(T'able 5 の<1;の奴;在日) NaCI0g /iiz!'れ

による H手投の変化

Chang長;S of 1 巳spir品 !:ion fol1owing N孔CI03
solut卲n tr巴atm，e_nt inτoot.-a.pices of SI.TC~ _l 

$巴cdlin.!立s (2, in Table 5) fert匀ized with 
N, P, K. and M乱gn巴日]2， lime. 

\白川、

Fig.6 肥料 393\;主;{:J底迫 ijさのスギ
仁l'alヲ!と fj 0) g) のおの NaCI03 校処]長
による IEfQえの変化

Changes ()f respirat:ion fol1owing N'"C103 

solutioll treatm(;ut in root.apices of SLJGl 
se巴正llings (g 匤 T;ぇble 5) fert匀ized w羡h 
double N, P, K 

Fig. 5 rL: 午、t3 望号叉.;).1日巴のス，C\"lù (Tablc 5 
りの υ び) NaCIOs ì反処とより 1\子以

く j ノ
x. ，以

Ch品11)ふ(CS of respiration foUowing NaC10a 
soiution tn対m日以 in root.apices of SCGI 
seedlings (d in '1、乱ble 5) f巴rtílized with 
N, P, 1く，

Fiι 7 :nij~‘ ('1" )0<) 3 :7J[_~九五二 L ノ午
CI、江ble (i の a) の主主誌のおaC10:;

J!I:によるの変化

Clmnges of respiration foliow�g NaCIOs 
sclutlo.n treatn1cnt in root-ap:i c巴s ()f HT. 
NOKI seec11in:巳s (a in TabJe 5) fert匀ized 
w�h Magncsia l�e ancl 礼 P， K. 
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ヒノキ i'f守 (Table 5 の d) の料、九(: (Figo めで

は， 00259t! ;4支処王立:で E~~常と 13えるほどのいちじ

るしい呼吸の荷造があった。

1 2-3. :'ij楽

スギでは 0050"，6

ずるが....~方のヒノキでぱ一定の償 !ôJ 71)認められ

ない。すなわち，肥料 3 ~~~長 illD~;の治水 (d) で

し、ちじるしい DJ'!反

られるが，官土石2)<， Jj己:ド13 妥ヨミ

混用の[有晶子1( (a) ではp 楽液濃皮nTIの遣さいがあき

l立， 0025% 

らかでない。

よる遂いを比較検討す

ると p 次のようになる。ス牛、については官 Fig. 4 

~告から， Hl3キミ13 妥糸込用nの治水 (d) とずiJ:.7i

灰9 肥料 3 'ft索混mの治木(a) ~ふ 0， 25子。液処

1mと 0.50タ16 ;11 処斑で 3 袈，)1;;他愛 ìj}胞のmA、 (g)

tcJt;.~ち 11江絞[内正!lJ1子1Iのレベノレ ICifÎl 、が， 1. 00タゴ

淡処態となると， (d) のrÉr太は幾分高進し， (a) 

の古];1三 lは処1m直後から llm: ちに~日答をうける傾向!と

ある。肥料 3 主要議倍J.tiliJJ巴のお木 (g) は，

!ωI I 

j 

/ 
í. OOXNaし 10ミ solut!cn t 別tment

μ~九九刊
し一一一一L一一
む 10 20 J コ 4C

Trea七nerr!て冶 (r:'liilì

Fig. 8 肥料 3 主要素i8Jr:!のヒノギ部 (Table 5 の

めの板焼の NaCI0s 液処理?とよる l呼吸の変化

Changes of rcspiratloll fol1owing NaCI03 

soll1tion trcatment 1n root.ap兤es of HINOKI 

8日記dHngs (d 1n T司ble 5) f巴rti1ized with N , P, K調

ちじるしい。したがって，肥料 3 ~I京iD

胞の箔木 (d) で， NaCI0s による flþ畿をうけにくいことが考えられるのさきの Table 1 〆〉

ナご実験結果と日《致しない。…方， ヒノキの苗木については~ i~~:二:1.:.石氏3 肥料 3 姿~~ät氾の E古木 (a) はも守

;乙指数 100 よりも低下しているが， 0.2590 液処王混と 0.50箔液処lIl\で iふ指数邸前後のところにとどまっ

ている。それが1. 00タ'6 Ì'i夜処既となると，さらに低下を示す" Iirj料 3'l主系治肢の lJ+~. ネ:(d) は， 0.25% 液処

ねlでもっともいちじるしい高進がおり，ついで濃度が増ずにつれて， しだし、に低下し， られる

ようになる。したがって9 低濃度~{i!1J'liで異常;tlïf五遂をみせなかコた色，'.:r.石炭，肥料 3 要素混用の高木 (a)

が，比較的 NaC10a 液によゥて影響をう切にくい場合であると考えられる。乙の給稔は ， Table 1 ;を材

料としt= F竑. 3 (})給見:と寸c')zしない。

十卦積問のigいについては > jJ~t12 があ会らかiζ し

る。

とも高速するものと考えられ

1.3 鷲土石1交の絡用量による違い

1 -:}-1. 災験目的と実験万法

初演で，問料 3~索のj[\fl[l) 還を変えた場合の治木について， N晶玉;108 液処理による処沼後の根端の呼吸

f設の捻移をあきらかにしたので， ここでは肥料 3 褒系のi主政三重量をー定とし， ゾfのま土石氏の泌局長;をい

ろいろと 各i.8~巴ほの骨子!以議;が NaCIOs

林Mi\、四国大:場の前:tf!lで育成したスギの 1 凶 E~ミ持泊を， 1969 年 3 月 lと 2 万分の 1 のポット IcH自体ずつ移

どのよう るかを;鴻ベナこ。

摘し， Table 7 Iζ示し した 2 臨床議 IむをHJ いて， 5足数を行なった。ポットは ， i品集の
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'fabl日 7. 潔験用 2 悶床設設の'fJ足立

F、記rtllìz記r treatm巴nts of sample transplanted seedl�gs 

cl years-old SUGI) 

江:舵!ぷ }J Ij
i匂rtiHzer treatments 
N , P , K : 23, May. 1969 
M旦gn巴sla lﾌ1ne. 10> May, 19�9 

1Jj nlTl，長t
AnlOunt of fertilizer 

gjpol 

1'205 i K20 

Lili 五3
Notes 

(註) ì日 ο 虻 ?-Y~，: JJ"tE ftj (..ij t-J:J小l' 
"i ~ 。 J !2COOO pO i母、ertilized with N , 1', K 

3j (b) 日〉
d P, 

and Magn巴sîa 1ime 
4 I (c) // 3 i 

(d) /ノ 、，J 4 

(e) I! 3 I 4 I 4 

44i 1 

品ゐ

込 :γヘ ..J 、3

4. 。 :5 t1紅1巴S

Respiration hy root"apicos of 3 years-old seedUngs of SUGI 
(w咜hout 1.11日 herbiclde treatment) 

ー人二白2 

(0.) 

(b) 

f、 c) 〆/

(d) 1I 

(e) '/ 

(0 

(g) :;, Jレ F'
Spray巴d

じま 5JIJ 
tre乱七τn巴nt

、勺J たfと乱ns

ハ、J 山つ.19 l 会 44 1ι ‘ G ノ 5ミ

8- ,. i 52 2.58 宅. 9:~ 

1 ;"'.16 乙 A 4 も :2.2:2 L 8G 

17 〆-..21 L 74 l ‘ 86 2.82 

21 '、♂ :‘ 68 1.己2 1. 92 

つ5へ.-3 :3 ヲ. :"3 

。

l¥.nalysis 0-[ va.rl孔11CO of re~)piratìon 

広i
ト、丘dor

j叉波及epetition

処EW， fr.\l Betwε日立 treo.tment8

~tl 1.~.~ Error 

全体 Total

(Note) Analysis of variance of oxygen consllmption � seedli百gs fertilized with N, P, K and Magne剖a
lime from (a) to (f) of '1、able ふ
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5 }J下旬 (c!]Et斗 3 *!奈の追肥を行なったのrl:lで沼 2 の j在;;)<を行なっl:~ 0 5 月初旬;こ努 1~"TîJ;!ミの;[102 ，

なお，ポ γ ト移椅 iζIJ祭しては， )巳肥を与えていないが，おお]1比二iニ!ii:n!)土佐村 'illヶ谷のスギ皆伐あと j志の

表!段 iこをm いである。この:九議一i二は有機'i't7)' 1i七車交的多い。これらの白木を ， 1969 1,\:-:û) 9 n iと掘り上げて供

試し j ご c

災犠結果1 -3-2. 

NaCI08 i夜 Ht~ü弘子11れ?の恨誌の8'f必:a) 

苛I:{:~1D立の;ê Jl2JJlの縫いによってどのように変化するかを ~)r~jべf最もつに，

11-1. t:。その給5誌を: Table 8, 9 lとフおした。なお， T乱hle 7 の 7ドルドー液散布@](ふについての結果は，

のすi でおべることにする。

呼吸盤の多少の煩{立は， fキ土石氏の illHl~，主まごとにジ!J;j己日よると， (b) 8. ,,1O;>(c) 12~，16>( 且) 0>( f) 

25~.，33>(d) 17~21>( 日) 21~~27(g! ポット)となり，こくに 21.27 g/ ポット jふ肥況の (e) でもヮと

も少なかったのしかし， Table 9 からあきらかなように， 5% ノ'k汗ーでイf:@:zんが認められない程度の遂いで

あった。

トJaClOs 液;こ没涜処理
、
、
，
ノ

マh
u

そのt':'!:i 詰jを測定容器内で各税濃度:のついで. Table 7 の惚肥条件で育成したスごドの riï木について，

NaCIOs 校 IC没漬処理した場合の， 1m型直後の 11手汲ltl の推移そ:ÌJ'.\ij[~:えごとにぺfJ o そのだ1!牲が， F刕. 9 
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Fig. 10 す土石灰 (S.v lO gjpot) ， 肥料 3 妥

系迫犯のスギ怒 (Table 7 の b) の根端の
N乱CIOs 液処恕による ILJ';汲の変化

Changes of respiratioll iollowing NaCI03 

solutﾍOll treatment in I'oot:-apic色S o.f SUGr 

seedHngs (b in Table 7) fertilizecl with 

Magnesia lim巴 (8-"10 g/pot) and N, P, K 

1 月'8-trf":fò:円 t tine (01(;) 

Fig. 9 JJI::料 3 ~1i ;f~ iG !JEのスギtå 円、able 7 
の a) の板t誌の NaCIOs 淡/;!1玉虫による呼吸

の変イじ

Chang巴s of r巴spiratîoll followí幻g NaCI0a 
sol u tion tr巴atment ln rool 四apices ()f SUGT 
seed 1ing百 (a in Tabl日 7) fert匀ized with 

N, P, K 
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Fig , 1'?, =1;¥: (:，，( 1 どに (l'7目、，21 g ，ipot)~ 肥料 3 袈

(51]ド1 三〉スド (Table 7 (i)引の詰の N乱CI03
液込j浬による呼 !1&C)&~fL 

Chang巴s of resp�ation followlng NaCiOs ,so 
lution treatm巴nt in wot'apices of SUGl seedω 
li刀 gs (d [n 'fable '1)れ:rtilizfうd w咜h Magllesﾎa 
lím日 (17 ，，<21 g!pot) and N, P, K 

Fig, 11 ぷ沃 (B，-， 16 g!pot)手杷車川製

jgHJ[!:ìj r)_)スギ仰ぐrable 7 ，j)仁〉の収VjritfJ) .N 乱C103
j交処王立による u子肢の主主 IL

C11a口広es of respirat10n foHowing NaCl{ﾎs s{ ト

1nt�[l treatment 匤 root-apic巴S of SじG1 seecl 
Hngs (c � n Tabl己 7) fertiliz札1 vi/ﾍ th Magn巴むia
lim巴(I 2- ，， 16g!pot) and N, P, K. 

)，、{ρ ヘ"
、ノョ勺よしl 、>n 、eaぃìl i? nT

日仏 1，1 主二す (25"~33 g!pot) , íW: 九十 3 議 ~k;

肥のスギ cl、able 7 のりの根治 NaCIOs
処円1lとのこる巧 !ÿ{ ノ〉変化

C11丘ng:es of respir.ation foHo"\vÍn芯 NaCIOs sか

lu t�n trcatnwnt 絜 root，apiCl子8 {)f SUGI ;;,ecd 
Jings (f in ']三社 )íc '1) fcrtilíz己d ¥Nith T''v1agnesia 
Jín1巴 (25，"〆 33 g;pot) and N, P, K町

í 花、 rl C:nin) 

Fig ‘ 13 )}( (21'v27 g!pot) , IJ目/じ13 強ぷ
juiJí↓ l のス Jド人 (Table 7 の己〉の誌の NaC103

見どよる D子泣えしっ変 f 己

Chang巴S of res pirat綷n fo11o再ving NaCIOs soｭ
lution tr巴at1n巴llt in rool-apíc己s d SUGl seed-
1ingB (e in Table 7) fer::�1ized '¥vlth Magnesia 
1im日 (21 ，，-<27 and N, P , K 
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Table 10. t古木の平均伸長滋

乱1ean height. growth of 3 years'old s巴edlings 01 SUGI 

i゚ HB [2;: j
 

口
h
H

':4'+石灰ーの追肥鼠L
Amounts of f己 rtiHzer

g!pot Fertillzer tr・巴atm.ents

(a) 3 姿ノ対恒F誌のi'i'j木
Fertil�ed with N, P司 K

(b) 3 主~;美， :(!j=土石E疋施閣の了白木
F記rtilízed with N, P, K and 
Magnesia lim忠

。 9. ヲ6

8ハ~lO 9. ヲ2

〈 ι)

(d) 

(e) 

(f) 

If 1>.~16 11. 13 

11.25 

13.71 
" 17~21 

21~~27 

25"J33 ヲ。 45

/J 

f/ 

(g) ボJレトヘ-ì夜散布の8J; ミ
Sprayed with liordeaux mixture 10.92 

Tab1e 11. 成長識についての分散分析

Analysis of varianc巴 of height growth or 
transplanted seedlings 1n Tab1e 10 

要 iEI 
Factor 

方和 i 平均平方
of square I Mean square 

処理平均 Me乳:n value of tr開tment.s

似体 Individu乱1s

全体 Tot.al

287.81 

1380.67 

47.97*、*

8.58 

1668.48 

Y"47. 97/8. 58 "5.59 材 Sìgnifica担t at 1% level. 

0.259'6 液処懲では，まず(巴)と(f)な i乏で，処斑後の呼吸の抑制後に m~処E更のレ

ベル!とすみやかに閥復した。ついで 0.5096 液処王箆でも，処7謹直後iこすみやかに無処王裂のレベルまでWI復

をみたのは (e) であった 3 ただし， =jj':LE灰の:ìflE!'l.ぷがiむ較的少ない (c) と ~b). ， 管土石次欠の(乱)に

おいても， 50 分経過すると割合に純処I裂のレベル lと近づくようになった。1. 0096 処潔となると，総体的

iζ濃度のほい薬液処J:Niの場合よりも呼吸がお逃い jほ処湿のレベルよりもお滋ずるものが多くなってい

る。そのなかでも，薬液!i11誠によっ、てなおよ込殴直後 lこー倒的な呼吸盤の低下が認められるのは，苦土石灰

多Hm:の〈 ε)( f) fこしばられた。なかでも，この呼吸の低下後のfDliぷがすみやかであったのは， (e) で

あった。したがって，各濃度の薬液処灘によって処政後のi呼吸後のレベルが， 7号?に指数 100 (c ili:いのは

(e) という乙とになる。さらに， 灰を少量しか総iJl'lしなかった治水は， 1.00% 液処理での crJ'吸量

九じるしいが， J主 lζ 弐'::I:::t1'灰多用のl者木 iむ 0.2596 液処理でもっとも終処JfJiCl)レベルに近い

パタ"ンを示した。

なお， Table 7 の首木の供試51"における成長23;は， 'I、乱ble 10 ~と示すように， (e) の苦土石灰 21~..27 g 

施TfJの部オえでもっともすぐわしていた。その綬度は T旦ble 11 1C}戸すように，1}ぢ

1.3 3. ;i?j' if゚ 

さきの 1 -2. の実験 (Fig. 4-J8) と問機，処王宮後記)呼吸後の推移が，主E液の濃度の途いによっていちじ

るしく jるった。とのことは， 呼吸議から f白木の NaCIOg による影響をa較検討する場合K，濃皮のとと

っ?この



組系絞ゾ ダf:1， 前/にの絞封h~Q)!乎 i汲 N:~{と与え J乙影ナ~~ 43 -

なる;\r&液 t(l1王f!!γえの処上n -t王:のほ;字会， HJ!去するぷ授の〈jうろしとを χ三「る。

l'!'j ノ;l:.:必 NaCI03 討をに ): n;将 l九月巴料 3 怒楽ω);Íf(!ìJ 'i;干とピ:r :-j .， ~~.~:j ,r;;( ú)泌ベランスによって~ D売い

が:~t りるととがわかず〉た〉主主ロコ 1 2. 'り'だん設でえら i iJ よこ x~h弘二とも うfえする。スェドロコ本;こ~}える Ull，料 3

号0*0)占有J刊誌をふ:えた駁子、!とt-'J ~ t~ iH~ コた結 !fVl: うると戸カs_:)j-えられ〆J ハ

f 巴〉の官 \:Lri)( 21- ノ 2 "7 g/pot t1LUl巴の干て、 3 す乱ble 8 (ζ示した処PJ.lの均出、の呼 1似まがもっとも少な

カふった()) ，ま， 1 -1, 1 ---2 とも ~Ix ヲる。 ただし， T:lf)le 8 

さき t(i~"'<t，了給 Cfable 2, 6) と比べて多くなヮているが，その主'TIEU はよJ さらかですれ~

たど丈の qrt主化はよtV: -{fl~o) いろい もたらす 13) のヤ 3 おのずと Ca (})lJITj，川誌にが

が :;v(含いかな之，とも液13) i対抗ちするようにし if�1.¥[j JJ1Ji IJ訂;こがげるお氏必'V~.-iiiのとに[必ずる iLlみが必

笈刊ある。

イ幻て歩足立!不j対j ご(:J:: C託が落 ，fj~お伐によって乙ヨれるために，よりは 'f> い υ したがって， γ:ii，ふ+:lm

で、 U Ca 任それ、ど必援としないのスとの法材、 ζ虫、lt る NaCI0s と (NH.) 9，S(んので，除T区別~'(戸対

するが~JitUjJiおふろえない9: のは， ι うし、コたお;ほによると巧九られる\:; 2ちるいは，スポット散布によっ

/.:: )ために，除土?氷点〆，斉泌存ù (，に乙 CぶLι， る/ペぺ生!t主予常焔[口←_~.-;

し才L なし、カ守九η 

1 4. Ca 添加による透い

1 4 1.だPØi t1 :'1ざと災段方Îj;

る NaCI0s 彼処胞の彫慾が， ißrw~の秘書立でととなり ， l，，~ :Ì))， vでも

主さな -({L lÓ~ 0_: r_Lì ふうているととがあきらか 2 なコた。さら iζ ここでは?処nv..tんの NaCI03 i夜:こ一定 :ωフ Ca イ

オンをあらかじめ添加l しておし・た令;ごp その促1.おl淡の呼吸震が， Ca イオンの;\1<1:((ζ よ J でどの浅1'1:の

ill;;Ft?をうけるかをふ:~1ぺた。

日いたH!éóf(;しすでに 1 白 2. の ~(.Y)了人そ

るJ)'を fJiiJべ人:γ乳ble 5 0) (乱) (d)( お)のスギ 1 川-~:t}iJ:f:f' とるる ο

1. ~4ーム2. 災!換が;泉

Table 5 c[l ( 乱 )(d)(g) のス ;ごつい -C t そ

に Table 6 :と ;j~ しである。

ょっ γ。 どの絞:立の影!慢をうけ

γて ;-J，ずで

とれらのスギの宮木の 。.50:0 立の Ca ;11: (CaCIγ6H20 fEJTJ) に ~-;:Hl1 したの 1:)~ その Ca i皮

;と三子孫j立;史の NaCIO" 支やJJn ズて長[1:Em した場合の， ;(I1J'U 江主後 605} [H] の日子欧主;ーの 11t"f多志向べた。そのたfi采

写 Fig. 15, 16, 17 Iζ チF ずっさきの Fig， 4 のノぐク (ンカ" cど)イオングJ 汚~~).ì Ol~!j }~I; で Fig匂 15 になり，

ト~ig. 5 (/)ノ f ターンカ; F刕. 16 ì こなり， Fig. 日 0) ..，，:!ーンが Flg.17 にな勺ずこ乙 J二;となる。

Ca イオ占ン本添加しむ:い場合CD処るョ!I子汲i主1l Itn与で絞められ之レ〆ミJレが， Ca イオン

マいちじるしくおばりさ 1 したのは，包ソ'.:.(]:D'(_~ 肥料:3 !Z~X~im .rE1況 (a) と万一 3 l\で祭給与しリぷ、 (g) であ

った。 -_.~~jjの泣

っと， é謹;と Ca. イオンのや〈了てでいちじるしい店主主再会示したっ

C乱イオンをよ$}Jí] l_ノなか門人:)ii& (Fiι4~~6) の処;日後乎以裂の指数が，ヲ常;吉口:Ti佼f立幻t口;ιどあるも ι

{にとあ，;ア。 rるJ と， 才おJ おず?jね 2(Nす ト 2206十 Kく ~Oめ)~~>.Iおぷ元.;十 P20，，+.}蕊{2ο;;三>Nす i- P2ぷ05+ K誌ぷo十孔'lg01ト~CaO で主あうつ 7たとカま九, 

と才しカが2ιCé託-1 _.-fコオt:ン/のよ添ιj万日I!，使cuν11~ ~ピとよ J吋、て NIP/);，ト五 20>'>2( 1'.J μP20，-!-KQO) >N-+PzO,,+ KzO十l\!JgO十 CaO
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Fig, 16 肥料 3 :2Y卒、 iG lJf" のスギ ú'j (Table 5 の
d) の tlU:Mの C乱イオン添加1 NaCI08 j佼タCt::Ð.:TI/'と
よる呼吸の交化

Changes of resp叝ation iollowing NaCI03 so日

lution tre乱trnenl 品dded Ca ion in root-apices 
o.f SUGI 日巴巴d1i.ngs (d in Table 5) :fertilized 
with N, P, K 

し一一よ
.20 30 4(J 

1 円:ði:rnenl: tifJI8 lrn ,n) 

Fiふ 15 ;"¥' ~L{î [0(，肥料 3 J，長系 Jê，即日〉スギ記i
(Table 5 の a) のおtfifZ の Ca イオン添加]
NaCJOs 液処Jl[による Uf[投の変化

Change8 of respiration Iollowiへg NaCIOa 80-
lut卲n treatょnent added Ca ion in root-ap兤es 
of SUGI seedl�gs (a íね T呂b1e 5) fertiliz七 d

with Magn巴sia lhn 巴 and N, P, K.. 

-
4
0
 

7
 

となり才肥料 3 要素iß胞の古木: (d) と肥料 3150 

袋三奈[主登j白胞の樹木 (g) の位がことえ工った。

察r宮、". 1 4 3. 

とのように，?な卜A石氏， F:B束、\' 3 主主系筏F誌の協

木 (a 入月巴午、ト 3 要素込n巴()) r'/j木 (d) ならびに

肥料 3 要素箔主主込犯の京本 (g) の， Ca イオン

無添加処理による知\J塁後の呼吸法の J政移がp

0.50% 濃!支()) Ca イオン添加処j虫によって 3

者 31込の変化をFJL した。

九三
叫
P、

~ 
~ 
,:p 

.-、
。

ち!∞
」

仁三
ρ 

斗一
。

〉イ
cυ 

一てつ

い吋

/..050XNaCiO;, tmð弘同d
1ft 

吉三 I:.Eイ 1. むJJ1，:;i('r 3 袈紫ìIU立の iYJ木 (a) (土，ぬ--骨一一一切。己、七仁

Ca の添加lf}!1E~ によって，仮設度 (0.2550) で

すでに呼吸が|担lt されるようになった。とれ

は， C乱の過剰による障害であるかもしれな

!Jl':*'1:3 j思索Jmw~のずi太 (d)1ふ低濃度 (0.25

%)処閣でも阻害されるととなし逆に日子肢の

ï\:N.jl土が低濃皮(ふ 25%， 0.50%) 処箆でとくに

いちじるしくな J たれこの滋合は， Ca の添加

し、。

oL..........吋r一 ω ぬ￠
l 陀ai: lrE~ (jt tlm\~ (rr�J1) 

Fîg, 17 す 3 0!怒{だら1 立1胞のスギ r'tï (Table 5 の
g) の主Hおの Ca イ方ンi'ßJJヨ NaCIOs 被災H\J1.によ
る呼吸の変イL

Ch乱立ges of respiration following NaClOs soluｭ
tion tre品tment added C旦 ion in l"oot-品pic巴s of 
SUGI s巴日dlings (g in Table 5) f色rtiliz巴d with 
double N, P, K. 

1 
60 50 



- 45 … る;ぷ匂出索後ソ。

るが，乙の j;;í .iff が(司会.，，;，~，、!)，1:'，j るのかは ι の ~K~設だけマ、 lよ判断できながil}ヲ Iえにを守えだ乙と

い。 C乱が幾分判長t li'長τ あったとも栄えられる c

3 ぅヱイ去最JjJj恨の tr:l'水 (g) (i , _.-)いわ Ca 号:叫!]rJしなかったペーにし市りるしと手;j進そゴヘした

を Z、し?とうこれは，じa の添jj日 ißÝ"子結果をCaλ.1 :':1}1九1~C: j;5" W::z 100 (，どまマ i乎奴がらっとも該iE

るとラ;7 られる〈1'1-;之

NaCIOs fどぷ:{)Iザ汲I'[iftの校1IT (C:i¥g との c誌の必1J1j!で， Ca がなんらかのか允 tJ'12 ~ 

!lH炎7;~: rH11~}i: L.. 1 iti当なiigtﾉL '1::' ~立 NaCIOa :W1JJil らか y なった c Ca し E1Yj !rと安い与し、どいるととがあ

つのl}i1L1 【二ある jtJLLれれる。If吸不するによる呼吸rT.::~I:;.活絞和したり，

をj二主義褒滋;こ数ヰf) Lf二議会

4

ホ

>Y
A
 

NaC10s ;'夜ヴだ\出したとおの w 品i1FE授の呼G&能の挽務は， ;剖[J，の漁JJf ，:，こ cf.

っつといちじるし〈ごとなったがp 釘川、の郊対司る祇を?絞討の!乎Iy，え jおからあきらかにする lこ

与える iぷ7ぎを L，ら災訟に乙芥:!J()j 紋:(fJえと: 1ノ〉

ノて， 1L唱え検';~'J'9'-' ~S 必21 がある '1

このよ行なじ ifr':lから， -j三\hle 5 0) Jfn !JI十で f:万五したスギヲ L ノヰ 0) 1 [[jj[jド詩的について， 19G吉年 8

心。筏表i九íì投Jげを行なったの数千百1&約 1 か fjn 10 H iご!と川 U' I、 ~)V 5り紛糾， NaCIOs 50 ,96 

じてから，丹、をりとって{Y~'Rえした。 Table らの NaCI03 の散命後11 ， NaCI03 の成分 .r~K として示し℃

j~j る心，除郊のィ'Uf'C際レ亡は， I冷J+t 方i以内守;木にかからなし、ようにf主立した。

3121後結果

Table ;5 じ，)ぷうにおり五 L> f..:ス午、~ t:: / .':j:~ (_び白/ねこっ1，、て，巴の不可滋i どくこに p また除約のおどと

1 5 2. 

i口 ω呼吸翠をべたりが Table 12 , 日である。

スギでは?怜だTrlj~そ散布しない 15木よりも設がlkfごしにのは 3 嬰ぷ、とγ'J，:;石氏iJ'lIHIX

3 F立系施府民 (e) そのぞいた [Ii! の込!l1'~!x はすべてぐした。 Tabj日ぬから，込己の(b , c) 土'i-)'で，

羽にでおが認在、J ふれているがp 除ピ引!のィ1) 泣 !Ti3 ~とは ~j ;áZ訟が認められていない。…カ

()j !〆 /1ζで、，刊い〉散ィínこよりザ[~~-{設はどもえした。ぬ l~tCfrlj 0) l1X:rf-Tlt1.mj \,C 1 ι。ノj<.r91

で干X X~~i~ 2!~' j)三みとめら 1 している。

よ'~ :rrL:i~利子 m2 ib iごり 5 g j ノナ二と汚ピー 1:!むj文1Í1'1U1 1体 ω呼}投!おと上ヨい{F'[を示したのは，スギのJ1B

料 3 :7ß;/~ _Ì九社( e) でめっ fこ οιさらに勺以:品約の放主主役w守してJl1.?'あたり 7‘ Sg と寸ると，スヂのJi[<1，

ヒノヰーのn巴半、 1 :3安日誌と主 í1)( CD jI゚.r:n [瓦 (c) およ (;;'nE~~S:. 3 :Yh.~_:~~~~tg 3 :~}~，宗と氏。 r< (c) , 

川区(f)において令之、平戸:!jの!汝〉りによる ifil&!iさへの終代少なかった。

I ら 3.

と/ ，.Jーの γ: 誌、了(.討を散布すると，…殺に iぺiふーの主主主誌の仔きそいちじるしく {G!.とA し， とくにス f日

問、 ;3 汲、会長ドこたスギ(1) r勺オ亡し、ちりるしい υ 乙の r:y 放の{足浴はg 同:午祁jがこiニti~ r.t:) 令修行し，

ゴJ~スギ0) ドにある交の~~:トンとあらか L/め _wzPr-Jしてある c 巧:ぇら才しるひ広 片山h
"ヘ〆 i 、ぜ

の山jょっ )8のほドから判断、じたるよう iご，手存らよる;~'A:~: ;$:: rti! :~lY: vむくと， γabl日 12 じ〉スドの í b) (c 

/ご?のプではう i立 Jζイ:子 L Lî rノミ J:. 肥料 3 --tiif ;1;, (.つ完1) による1f0~1;マ

るよ;つだ。

で会おも UJAJjえられる。

~ ~ 1 l ぞ ザザ

-':;; j:j月以1:ザに主主
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Table 12, 徐1:jK剤散布による

Chal1ges oﾍ respiration by root肉apice日 of 3 years唱1d seedli.ngs of 
SCJGI and HlNOKI after h巴rbicìdal treatment to nursery soi1 

)j主 IJP~ 7一〉く 知j

F巴rti1i zer treatm叩t

(a) 3 芸0 3}~，

のæ木111 
Fertilized vdth 
N, P, 1王 and
M.agn巴sia l�e 

(b) 11 

(c) ノ!

一一一一一一一日

(d) 3 皇室率施J日の煎二十;
i手ertilized with 
N, P.K 

(e) I! 

(f) 11 

ーザ一一一 Fー

(g) 3 婆;rt索ilí借銭胞乃川/1、 I
Fertilized Yi 
double N, P , K 

(h) 11 

(i) 1I 

強
Factor 

処3匂効泉
i巳 !!E F巴 rtilìzer

除庁l:!iII 抗日rbicide

:Ìn Ji[~x 除lijK剤
Error 

会体 T{北a1

!~主主的ljSf!:
.:J} iJE' Fert臼izer
初日巴rbiddε

j削巴×除革期!

~'fl f~: Error 

全体 Total

制 Significant at 1 対 leveL

想L lf:{ Respiratory amOU!1t (μl/m_g(nr) 

-;( ギ SUGI

、~'j、 Means 

。 I 0.69 i 0 岨 81 I 0 ， 6守 I o.n 

。 。一汁)出 1 064 
7.5 0.57 I 0.51 I O. c>�l I 0.51 

o 0.64 I 0, il I O. 64 I 0.66 ! 0.70 I 0.72 ; 0‘ 73 I 0.72 

、、J、 10630641070!066 :olO83! 日 0.85
ア内日] 0.99 盆 04 87 I O. 97 O. 84 1 (). 74 I ()、 83 0.85 

o | 仏 65 I 0.85 I 0.58 I 0 省 6ヲ

、5

，ど一、 , 、 0.92 0, 73 1 0.97 O. 

Table 13. 呼吸についての分散分析

Analysis 口f variance of respiratiolls 

(2;] 

ス }c: SUGI 

ヒ/寸二 日INOKI

9.39 
552. 
76. 

9出6.00

square 

ヲ :~9

これらの結果は，さ長の 1.2. び)1][':半 f 3 芸gjî'が剖;1<(1) I守政能におよほす影の j見守あきらか!とした結果

とも一致 Lノているようだ。

~tI ;1いの恨端の1:子目立会しらべfこ )('rj{主ら 4) の報によると，スギのüJ UlZEl ~ま， 6 ..J 7 n にほぼ L 70 (/I!!mg 

乾草tjhr) ごいかれるつこの実験でえられた悩;ふこれよりも総体的に低い。これは，かれらが pH 6.0 



ソ 点、かご、i:)浪計制)呼吸総与える
/_'r"-}'--ｭ

L成fg~)

長" :) して:刊えとご ;iSJ' 、ど v 1 行どによるものであ九うのある

V)~、井、そつ上げてからう投法 、.{;【までのがあるのかもし九了、よし、ο

1 日記? お

ノ108 l と J 、 Jム /、仰の均一 J...-"'，，~、 ってどωょう句会号線をう

〆、〉
z;..】ゑ口、上弓

/，、山 r ず、、、 j，_
戸 J、 ア、、:守ふ苧
"，ム、，'.:_\ j 、。

1 ，-(';-(0つパの総額

n Table;_ ム気付マ点、目立した了ええに j J;:. 0> lì(J子し，らべたととろ) Table 

2, ,i 
。) 'fab1白 .，コ;ミド g ヒ/苧のおへfコるい 子~aC!(コロ i ノ町 5~1将校:の]手段桜

バノことごろ〉子、ig. 1 〆 γ :'¥ i'C] (誌のょをつけくけものからげると》スキf

川、 Ca()::斗刊の/三ご;主 N ， 'P~O.，， +K/) 〆じと/キ、\11ム N +1'20�+K20>lVIgO 

C丘O>K::Oにおゥた。ス ，V' 正 t二/十とは~)!の[父;ρ糸な 3

3) 干と， J\1 ;:Clüs 主らかっ 1 七のほど N日 C](ゐによる影

ぜ、可iJ な刀、しだっ

1 ---6---2. :3努世

4) TabJ日九のに ァ、二ド、 /γ について9 そのた!日処乎Erbi .i;js: 0) [J子役立， Table 6 i こ

一屯e

巴、，

t)) γ日blc υ) ((;."_)(d')(g;:') の ;Z. ::F? ヒ i ヘジ:''r'iI:人;こし v て， そ それ〆 JZJ

よ主 日号
才丈主 L. こ♂〉ヵ~， Fig. 4~'-....8 、 fらく〉。

G) :~， づず，r:r~，けーな{(ヰアム レ r 土ゥて i__".γ/ 市._;;~\ f市川 γ ず
r.) ，~，トj ;;'〆 !と九勺 千 (~、 町 υ'_.jó、つ i:~ '1づいじ」八/c'

日

ザ) C , コギジコ 1::. ノヰ NaC103 iこよる主主努力t少なし、〉

7、;;blc :)の怖にクコな ト

ミヨ" , ヲ強気べ (d 入 ヒノミへの九二、 ;，c. ':;t :i!:j: 

8) .:.ζ:1'." ， ::5 ~~æ.~:l;~ ッコよさ .IJe (j)パランスカゴ!!~-川A

日1'1品C10~ こふ 4ヘ

1 -6 一九

舟) Table J、ってどの çk うに変イl 5lる

か与ペィP T'ablc 8J 9 の i [りょえ予 ~Þ\: 21/. ,.2(' g 二 !X (巴)でもっ

F刕. 9 ,,14 も NιIC.lf)誌 によ

るとミ乙(j) 可7収訟のれ事は，

がノジ /t: かったのは， (e) (J)背コニ;石

1.0) T日 blf~ 7 (/コス

F
F
 

1
 

1
 

守
3
ム

、守

g ，コともれhCJOg による

んに ::1 ノ;，~"7 g 

I 6 L C社ロコ刀γ 山

12) '1α L!，τ5 コ (a)(d)(g) のス F'!)rùオ\に ついて p そのそ O.505i:シ渋皮の Ca 1 才ン添波

〆そのグ授の小;え沿ふ 'F'ig 内 1}，'γ、，1.7となった。
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13) Ca イオンを添加しない場合の処涯による l浮汲l訟の推移 (Fig_ 4-.-6) と比べると， (d) の肥料 3

姿素込胞の如水をのぞいて{也の皆こと石!凡肥料 3 姿三:iS把の r!i川、 (a) ならびに肥料 3 姿系倍愛ig}胞の記[

本:(g) では， Ca イオンの添加処潔によっていちじるしく呼吸能が低下した。

1-1) C誌は， NaCI03 fIlH現による呼吸iî包 r.~i:t-:与を少なくする f乍 Hlをもっているようだ。

1 -6-5. NaCIO� I徐ーや;斉jの土壌表Uli処潔

15) Table 5 のようにして育成したスギ，ヒノキの雨水について， :îld肢のT:1i類ごとに，また除経絡の散

布滋ごとに根燃の呼吸i院を調べたととろ， Table 12, 13 のような給来をえた。

16) スギで，除ηCJ\1Jを散布しなかった煎ぶよりも呼吸能が低下したのは， (b. c) の肥料 3 裟系と会':L

，rî沃混用の法ノドだけで， f也0) iliii巴 IX，では i2!.j進したっ -)i， ヒノキのú'î木ではと、のiS!ll巴以とも前進した。

17) 間約三対する除草;荊の敬 (fn土， f丸木:の時汲培をまねさ，影響を与える。しかし~ :~土石灰をよむf!巴し

た前*~乙対しては，それほど大きな影響Fを与えなかった。

rr NaCIOs, AIYIS か偽の農薬を散布しすこ蕗木の

根端の時吸撲に与える影響

?fi 本の育成のÆ\HY.で if(袋iJ のは，施肥設計.1::J首 ~Ji:防1ゑのための各種農薬の欲ィじである。したがって P 除

草剤に対するヴ;水の抵抗'fitを問題にするお&{'ì!こは，この両者との関連を検討しな[すればならない。施胞に

ついてはすでに前夜であきらかにしたので，ここでは府'8f切除農薬と|混と!fL剤の関連について検討したの

泊先}]で数([J 1[5:1数の多い農薬iζ;.}< }νiL一波がある σ 松島6) ， .f立t~_~'Ð られは，このボルドーi疫を iA州ミ刀ン lこ

散布したあこ ijj1(流激ガス!こさらすと，その!交の降 í~l~岳噴にしていちじるしい i答2奈良設を生ずる ζ とをあき

らかにした。松島6) によると p この現象はボルドー液散布r品;](4‘で ifE硫自主ガスと jiHによって鏑が遊離し，こ

れが.Uiジ)1 1ζ侵入I_，.，議，]i過剰による釘の薬i~fと思1封印後ガスの向者の作用によって，務主でがいちじるしく助え

されるからであるという。とれば~ 5ll Tmt駿ガ、スのイltìt;lf 2::釘jによる間後半~の相乗作用を:意i1;f:-すーる。とうい

った銅そのものの影響も 3 ることながら，ボルドー液iとは多量の Ca(OH)誌が{交われるが，その一部は硫

酸鈎と結合して各経の 2tでんそ作り，残りはそのま支のかたちで存在するといわれるへしたがって，花i

Bl ら 2) があきらかにしたように，ボルドー液中の Ca(OH)2 f丸そのー i話 1は樹体各部から内郊に吸収され 9

総織rt1 の Ca イオンの lノベノレを高める司能性もある。

ーJI， ブドウのj誌にジベレリンモ処巡すると，処Jlli E11後にほ1fJ'似の異常が r;忍められるが，処理後 3 日め

には E日後することが穀f千fされているへとの処犯!と(後の異常呼吸は，ジベレリンがリンこf酸脱.7J<A~Ilt3長の

活性を組怒したためにfとりた現象であるらしい。ジベレリンの散布をくりかえすときには，体内成分とく

に有機殺の合有益にある l主のかく乱をお ζ しうるものと考えられる。さらに，貸出引によ勺て，ジベ!ノリ

ンが放射線による して，拾抗的 1こ働くこともあきらかにされている。したがっ、てP ジベレ l) ンの

散命によるとのような生体内のかく乱;仇薬剤にJ:':[ずる抵抗悦のi安?ではどのように関与するのか，…つの

問題点としてあげられるようだの

ととでは9 ポノレト」液とかジベレリン液を筒ねこ主主面散布した場合 lと，そのmオミの桜!riNの呼吸一込がI~í' 草

斉IJ液処到によってどのような影響をうけるかそ検討した。



出井夜、ノ ダが~Êl十二(jJ 税対M0) lLq:.\Q土台民 ;ζ 思える影響 - 49-

II~L ボルドーi夜数字fï~吉本について

TI -+~1. ~Jr験問的と :>>1投jjýよ

;F')レト、一江そのf1lfüüíih 0�>t 1行手った木について，その端のI年以総をおべるととも i 二そ J) fJV'許i~(;急務

i!m J支の NaC10s 液M~JiI-~‘ fl' なった場に，そのi呼吸えiiきが処J'Eiとよってどのような影:存会うけるかを潟べ

九《

J;本五仁川活文[ぷ (f)-fYγtmてや育成したスギの 1 沫替è'n~' ， 1969 if :3月 lζ2 万分の l のポット，;こ 2 f回f*ずつ移

1正t し} Table 7 [，とノJ. した波怒じで i"flj去し，た 2 liiì 床仏、P'ì (g) について， 3[1.j;J; >áニ行なった。 5 f] t 、 {Uiζ ポット

お/こり fJl'.\料 3 !El~~正予二 N' 3 ふ Pzﾜ� 4g , K204g 施JH しこ c

また，ボルド…液 (4-4 j;\よ)えY.J号 Wii攻井J (ま， 1969 の 5.Y] から 8n ;}、での郊に 2 i1ill n:~j ;k;;き?と s::Ci!h な

った。;松市 l士宮地上部がしっととぬれる経f'{'ζ行なった。

TIγl叩2h;;ご ;JJft ~ï~\ ミ

8)  J可aCIOB

:ザえの主;関数イ〆 Tablε 

70) ボルド~.... f訟の~rß[有('Pá.{fi イWi休 (g) では》さきの '1、able 自にお lノたように 2‘ 13 p.l/mg注目でおり_.

)jの対照ほと J .ど rn 怠した Tab!e 7 のに:fi 3 j夜来泌H] O) ぷノレ 1" "1伐を散布しなし、 i'::î1三 (a) では 2.21

μl/.mg/hr L c-.) う fn:x;;;:)j; c Table 7 iこ示 LJ、一千千 iY'l':+: ，~，とっし、て， しらぺ fこ結果

('fable 8) と比べる c~: }ぶ jシ v 波紋均約二本:の )Jミ C..... '/けはなんら特Si~ l'tj なイ1ヂで lよなかった。

b) NaCIﾜ2 i{l['( 没i点処Hi\ノ

ついで令'1'able 7 のボノレトー夜;政治 í右太

(g) J\I aCI08 夜vCM!Jlli

し?その処現F度後日O 分向') !ITI.~え Wi; o) 議十年な

べ jぞr のが， Fig. 18 ~. ー吋

ぴ) <;:; n 

イ低込波;皮交の o‘ 2お55分仇%千らぢ/淡主 j処zL弘:込L山J'l斑i担uに三よつ守てご1ド、F汲iiiわ1

い tち〉じるし"く石お隼i主~し./， ついで 0.50魚:， j'f2!おー

となると '!~L' (C紙 !ZJ1J:呪のレベノレよりも1\\する

ょうピなり， ζれが t~':;-j泌f交の1. 00'お液!111'~!_

では 0 ， 50% 液501}う!の vベ Jレよりも 1:..'.) 抑止，

1f詰処主Hの νベ，Jvl，ども、とも総司1する傾向をおミ

-�. 
Lノ J 、〉

必こi呼吸畿が ~ILrJ: j'l~J f.C {百戸したのは，

議!交の 0.50勾引7:fJJ11'ji と1. 00労波 I\:[\J終にお

工、‘アず νy、'i工 、つト
w 、市、_ v.J ノん C

n.l.3. ;;\了祭

とのボノlノドー1夜詩文 (11岱{i);でえらオ J たね卦L

iま，手緩巴そ行なって i'fl!ぶしたスギC'，コジl

水 lと対する処}}Ì~ 1:去の i序 1.[&11仁川)Ìftr:?:を制べた

連のパターンと浅い，狩疑的な存主とであると

可:Ã

\')自川........，..... 。

ト、 1 、(，t':l;\ 日nt

(c ,::xf" rncrll 

T'iι18 ぷノレト ìi1U孜芥iスドi宮の根端の NaCl03 淡処
却による iJ']'肢の友信

Chιmges of resp叝at�n follow�g NaCI03 solution 
treatmcnt ﾌll root-apices of SUGl seedling日 spray巴d

BOl内deaux mixt.urι 
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いえるよつだ。 ζ の特異性は，とくど低後氏。) 0.25先:液従LJj!でのE手及:[1'1'，とある o F刕. 18 Iと示しょニパタ

ーンは， にノヰの Fig曙 7v8 での (d) の肥料 3 去を系 jii!J3Qゲi'i木でえりれたパターンと比統的強{N してい

る。

0.50タ?6 ?夜よmmと 1.00汚絞処JJl.では， られ uかもその後の

'i{~{ì j:lliの 'f1i\l交が奴処忠のレベルまで回復する飯山在、jJえしているが，イ3i渓jえの 0.2'596 後処J!ll，'と:いちじるしい

OJ'政治が認められるからには.ぶ Jレド p ぷ設、平行 (1 NaCIOaICJ::る日子以降客ノ2: .t]iJ長ずるものと Jろえられるむ

その組関については雪この実験だけ、ではり]らかにザる乙三がごきないが， 1 3. の実験結:咲から予ぷノレド

…液の2建前散布によって 9 C乱含有誌がv 、主主じる υ く i日;められた場合であるとは洋言えられないのセ，

松島6) が指摘するようなとよるお%と('こ務f[j，、したらい哀があるのかもしイし 1~μ 、。

そこで，このJ3'1.訟をさらに検討 9 るために?次のような実験そ行なっ ffo ん!，，}iZ九州:乙場のLlîJ切で~ 1971 

年の 10 月下旬iこに/干の llm!;K替 j誌に対して~ 396 交の C註 (CaC12 ， 6H20) i夜と dれ /ν ド~Yi之(4. -'4 iO 

の奨!日it:&布を行ない，その致イトjの翌日波良心 6 ， OO~ぢ NaCI0s 支をi支出 HJ. t.î し，その後の祭Pゾ，tよ「

れれ'.方i方ちを主怒観;立1芸祭英し犬た:οCa ii!(そ散布した l'ú点、;丸針葉イ刊本がすみやかに jj1tイじいえの散布後 2 H め iとは滋変し

fご斑fょが i!lろ;した。ついで三主主主:が現われるのが耳l令かったの (J: ， 'ドル たンドーで 1 r. cD~~{jに

は長 I'~壌に潟変した;成五、Lが出現しないで，、技しD散布C317 日;心 ζ ろ;こなると， i:?iil設がいらじるし\ネ民主主

し，その後浴棄するのを認めたの NaClOg )1足だけした i:~ú~~ィミは p もっと七、 .:Dt:~::~Ji-が 3M， われる lf:t":JlJj丈おそ

く~ a~i皮の散布後 14 U めごろに， C且液散布ぽiボで認めた会|誌のぷj変tjf*えのというかたちで羽われ

た o jYi ;1;: Qコ fr~死は， Ca 波紋:(fjlRでも二とも 1) 心っし 1でボルド一波1YZ:{li !.入、ご， N以;lC為淡だけ散請J した

ものがもっともおそかった υ 薬液M1TIH筏 40 日記) ~ごはすべての涜木が村;yE し r:.- o この迫力lGj品交によって，

ボノレト唱 7政ょを散布すると，日夜ガス lご協が0，ヂる f とによっ vじいさ〉じるしい必禁があるという:fj~'，~i}7) ら

の報告と類似した羽象が?ボルドー液を 1支社1 し土ヒノキのーイ三"こも認められることがわかった。ボノレド e

j夜がちJaCl()g げえによる i与以降ミ与の坂でマイナス !cfnn万る ι とは 2 とれであきらかとなったものと考えら

れる C

TI 2, ジベレi)ン波数布積水について

.lI. ~2- 1. c廷験 fJ 的と~，~:免ノ!J {:lζ

ジベレ J) ン波を2芝山;散布したスギ())J)，d寺lコならびにグ fJ ~::)'ツのは、1尋問 Jζ っし、て，その括支出lii 0) l1f政訪に虫、j

ずるジベレリン波数司JCDE0予またその絞こ NaCIOs 減少スノソア T -.:..ン後アンモニウムぷ乙、"#持'j (ショ

ーメートノぷ示日):VU 97;ぢ) (1\1\113) 液毛:)ゐ巡した没4干の， I浮!附ihliill'，l，= Iζ対するジバ L リン液散布し巧母子をおiべ

?、二。

Table 14. 'Æ紋烈 2 、千二銭の (Jlí立
ト、o l.iage 呂 pp.lica.t.ions 0'1.日aηIple tτanspl;:j了lted sf,:ecHíngs 

(:3 years old SUGI) 

(b) c)() ppm ジベレ!)ン
Sprayed vvith 、 ppm

(c) 100 ppm ジくレ
Sprayed with 

so_1ution 

solUﾜOJ1 

γ ァセス Jド Yanasesugi 
"! 966 , 3 

: J967.J , 963. 

Ut試 96 代、

以;えふ数 ]()X ふ



/, ダが I筏択の以詑;と弓なる

〆CabIと lS ， 主総 2 応ゾの立成

f キ三，';J九、
主、

Fd�y:e appJ5ι:atíons 0:1 s託fllple transplanted seedling 

C1 y己ars-old KUT，OMA'てSlJ)

51 --

1'11日目h，)

1 日68 ，;ド()) '1 日ら。 ~I、able 14 ジベレワンえの~wnF:~散布

/、仁、の"約百十121仁く川誌ので 2 i''i んたあと， Tablε15 (i)妥 Rn:マ

:/'く lノ 1) ン \.".1ず" f二、らt~:i!;主"、た" 伊れJ らの 1968 ';1' JJ 8 

しら 9 .!えり、{ ζ(ノらの
, 
、九? けな {'j 小 ) iご〈 ジベレリン i似のjと rüi 1i文

泌 1:，泌がしっ 1 [I lji ぜだっ

TI 去す ,( ,'i.c 

~--.... /戸 中山

1'ab1e Hωようにジぐレ i メどし!) ζ~t:心主つ ジ..，---< l/ ij ン

/):h~ニ IÙl 役 (I-i [( ~~:'て，之、以〉主) &こ 534れする のが Tabk 16 あ〆?の l手多いものからあげ

, 100 ppm 波紋式J 二、九Oppm 告が投であコたυζ つに会 ジベレ 1) ン?七三 i))~i# läi散布は

川 え認められに あっ?こり

vつ vγで， Table J/j vつス守ノ人ピ "_)lハ℃、 j}すぐ弘氏)対波及叩()J NaCJC弘法

し 60 分ほの呼設ふ::;~:-IU>:j" 、たのがト、ig ， 19 ごめ:/~くレ 1) ンえの文1íj~よ行/な

か r) 九市匂 k判(しは、二ら;υF吟J令以広必:2 '、ζ: ノボjド\ 、υノ Jたイi渋骨 J泌;仏 μ日の) ;'グ必 τ木4不仁、、民 dの〉ノ 干 字 , 出 正《絞土斗;にこ ' 匁烈処1ρバt子川L可附i

ら抑制おれる ijljkilがって， その汝 ii;J )jl~ .~C ~ 30 総 j，;，~己主ピ住民レベ jレ;こずる '[rlii"f:むなノjミした。

,,' c:j 

" ，こ処以後 10 付民純治し

(出 lílJ 号、i.ノ f仁 t

/1こは予ゾベ ν りン氏しc)談[支とは無関係に， 立べて処♂後抑制が

も'-;_.とえいじりしい μi江主そ子j~ I.J~ その 1玉、し点、、(， -qこ知主主!U犯のレベ

T，J.]Jlθ 1G，い川しこれ子以

1とCS [lilλtlOηbjャ root-ap1ces of :3 years-old ~'3収;d1ìn詰S of SUGI 

(without thピ h己主bickleγeatnlent.)

Foüι1ge applÍ\辻II仁川吉

(乱 j

(b ') ひっ ppm /プ〆 り
Spτa， ye{i \vitl:t 人、 pprn SOJ.utlOll 

(じ) ppm ジ J じ/!
Spra yed ¥¥'.1 t.h. ppD.l らりlUÜOl1
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出江戸己、

σ 一一市一一ー すiT ...... "']0 .......4C口 、ü --------� 

了間.31 汀宮北 time (min) 

Fig. 19 ダベレリン液散布、スギ治の桜封誌の

O. 5印0% N 

Changes 0ぱf r陀es叩ヨゆpirれra担批凶]比川tion fおol1ovれ\víng記 O ‘ 5印01，対d 
NaCIOB solut仕i01口1 tr 巴atment in rれ〈口)江f仁O♂}バ凡}辻止t叩 apμJパlCE巴，8 口f 
SUGr see巴êdI口1ムtr口19S S句pr噌ay記d with gibbel'el�n 

solution. 

ザR
O
E
Q

!50i 

。

λ
u
o←m
z
一
止
の
φ
」

‘• 
、J

メ
む
勺
山

Se戸 (ili ，下:;5 と中r号yeJ with 50 ppm GB 
.s OIUU 口η

F刕. 20 ジベレ 1) ン液flYi!îクロマツ

の O. fi05己 A.MS iíJ処理による呼吸の交イL

Changes of respíτ品t10n :following 0.50Qi) 

AMS soluti.on t:reatment in root内apices of 
KCRO乱1ATSU seeclling8 spray己d wlth 

rübber記llin so!utﾍOI1. 

b) クロマツ

1、ab1015 のジベレ 1) ン被の室長国政芥Jそしたクロマツの防水について，その校、総の呼吸能を調べたのが，

Tabl日げである。呼吸設の多いものからあげると， 50ppm 液散布>100ppm 波紋1h:->~飛散布であった。

ジベレリン液の禁TIìï散布は， なかった。

ついゼ，て[able 15 のクロマツのてさ木について，そのtN議iそ訟IJ定訴訟内で 0.50% 濃度のスノレファミン液

アンモニウム系除草剤(ショーメート水 fu糾 j 9796台 {]r) 1如ζ浅漬!ji1fK しョ処よち{支印分 fi丹江)呼吸還の+íí

移を制ぺたのがラ Fig.2りである。さきのスギの1さ'j!，\， (T乱b1邑 17) と巡って，ある磁の追いが認められた。

すなわち，処i翌日1;[2をに無必H裂のレベjレよりも低|、し，そのあとさらに進す した日コ;立， ジパ v

'1、able 17. j(\t必店主主与の桜町品の of 品交

Respiration by root-apices of 3 years-old seedl�gs of 
KUROMATSU (w咜hout tho horlコiciιle treatment) 

il子 i投蚤 1\.0μsJpJIilrlgat/ 0157 呂mcmnl
主主 jfi iあ〔 オJ 〆ー hr 

ト、oli乱g巴 appl兤a t� ons 
3 Meal1s 

(a) 無散布の白木 0.54 :). 72 0.6:) 
No treatm巴nt

(b) 50 ppm ジベレリン淡散布の筒J十、 I 0‘ 69 I O. n i o. n i :)‘ 15 
Spr旦y巴d w咜h 50 ppm gibbere1lin solutﾍol1 

solutioll 
I :J .γ7 O. 66 I O. 69 I O. 7 占



f:i:t ~}f~ 政ゾ戸 グが百寸 1( (1) 根止すのユ子m~t2t こ lゴt'. ;~る ft~務(己主藤) - 53 -

に w<.;_))'2d 卜 iOOppm C゚  

'':'''1 "円一 I
い/iUi \.コしi()n

1 

ぷFれ「斗1. 8京fι， :.~れ: ジべ lレ/1リ; ン;放5汝Lい什f弁11 ク Iりj マツ山\\、の滋2封約:古!品i 白の 3 ， 0以∞oドJ労
AMS 淡処践による iトTê_ r殿、の変化

Changes 01牛 respiration fol1�wing :l ‘ OC)f) _AJVIS solut卲n 
t 1"日atη1ヒnt rn rüot.礼jJ l仁ピS of KUROMAJ、SU seedl�lgs 
spraye<ﾏ with gíbberεllì.n solut:ion 

〆t"able 18，〆; 心、ドらI '1ド去と訟

もれ'an he刕ht growth (Jf '" ycars'olci seed!�ngs 01 KU .ROMATSじ

ぺ1ム

サL

品。 4

1ふ( 自己〉

jb , (1Cl) 

ン 50ppm 自主 0)[汝ィイ"中!なった , 1 [11，心) lOO ppm if史 Lつ以内にと数行:i-(/)-rY-f ノi で r:-し処山

よるγf 攻おのごがほくー さたのス干のジペレ ì) ンイh/N:木ノ干タ…ン (Fig ， 19) と l可隊‘必

10 分後にいちじるレし寸ぐれを〆jミ:ノ二、

'\、able 1.5 0) 、ゾベレ1)ンらüppm 白洲本でいとめられ穴どの午つな/ご女 :/ (Fig， 20) が，

ょうすにじu沈モ (J ずる て牧る ー1) I~ ご) Table [5 ょにぐノいて， そ υJ社~jÆ を J出上与コ:ヴプこ

ままの次設で 3 ， 00;ぢシメ トJJ<F11剤 iこし，九時!\J， 18 68 ìI 'i[ バj主主だlことにその茨i皮からと

り 11; して /k訴し，み;;れlJIX 長 "~il4(J);昼、及、えたっ 60 jYh¥! <J) DH文民三しにそのY&(う~~t，ノF したのカ

Fi必 21 でおく) ( とすしに J、 p ジベ Lノリン 50 PPJη1γyzイ日;オ;で， 18 吟 !ii.l 01HiI のものでは) .ýiν 役の

世卜乙-:; ~~ --~ _-)とあいちじる いが ω1創立;ま J んどじ子低 1、が rぷめら ず， 68 初wn のもの

となると} l 子役溺び){ふ l、ミて'~. ，るなかでも d勺 勺州四、、わ1υ/1げ刊1午も引lι 先よ山 Jι一ノ、ν/ ぜ、JI..い司 λ よぜ 4子炉ーに 7ι)，ノ 、 v 尺〉口 l:/: L , 

タ11:f]lfHf:iHJ j゚ 6 S 日の仰いーはど豆七針"，li の滋 t::2l -j)~(./ ';ちじど，しr 七議終われたく

なお‘ :: D?'') にの :;'.fヲイど Table 18 ;こ;わした sふうに 50 pprn ))ジベレi)ン波ろ7 紋ノ')'j" たト

北;で， よ七車文台'\]1i~いノ!\し，土、J

JI .2.3 _-./ 

Table iA. のスギ;心こじて j討する NaC10g 主主主肢によってえられた特異 iiZP'd: ノ fターン (Fig ， 19) ;む
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Fig. 18 の tド Jレドー波体でえられたものこ仁く烈似しs スギのジベレリン予安否散布するこ土

は， NaCIOs 放による I乎紋!;:F~~i-!}1ぺ r"';jめる可紙日がある。

こういった:z. ，F Cí)!ぶ令'~lW につ(. "てえら才した{出i 百!と JI!S っャご， クロマツのノ本: (T乱ble 15) ではジベレ i) ン

(F竑. 20 , 21) 0 50 ppm (/)ジベ ν リン{佼、iえの託lHtO)-j乏し、がノ\さど楽後[ll~ :，J;Hi.とよる呼収臼{i~s~ ;よ三右し

会敬司i した的不はs 除去I 斉1] による呼吸持活安少なえするものと判断される ο

ジベ v) ン~' d. ~総抗体~):0.おの手1被、分にも膨怒号l-J4九ることが宇勾苫才して (.'1 お 2) ので少こう

いっ fこ出付;?'~ Q) ぷ分の変 1じがもたら [jたがiJ誌でみるかもしない。

供除日立がlがさったので I 税制り浅い~;..で tjtk-tできなかっょが _A<)の明、あるがdムrを，長付与と

A 可ア
hえわ》

cトつ。

t議総、II 3 嗣

どのよっじ佐古~I主二，l¥MS fこよるこ対言る件tmの式~r百円:ィ"fjゾ Nι，CIO，j ôろ心い

の子主 !o~c~，にのよう 7正 'f.t1:こ]~王手するかそ羽べ允

ボ J レド，--.， "í，，'右 'H~:1í'-j立 3 1.

トー刊誌1むλnYi;十、 Jごついて 7 ξ(}_) ttUr!M Q)!J、FC&l下任へ7こと/一ろす 2. 13 vl!mg/hr Ta仁de7 (Î) スヰi)) ,r 
で J;'> ノレドー液の散布による影弊はみとのらわなかっ fι 。

たととろ，NaC!08 i女で処 j墜し，そ;戸2) 

Fig、 18 の結栄公えた c 低濃 i '1: (().♀55をJ) 淡y[13~mで，いち:ノるし< iS;j :Ì:H~ L; ~ポjレド会 1伎の1{ý'~t;1I (.ま， NaCIOg 

δ 、。による日}I汲 [ifit:~Mぞれ'~bめると

ル を欲不fj1 L.i'そ心後 tと 6.0096 (οNaCIOs i!J(在散布したととト/午のt反核 \'ζ「いて， ポ
t、、

οノ

1':;ド予告の小ちじ心しい褐:た終身Lふためた οろ予

仁/不の応接Eú iと Ca 波を禁 rirî 版社J し，その去に 6.lゆらのおば~l08 i伐を散イ'1.1す斗と~ !~~~JÇ/t2 似4) 

Jイイ_，与
1:(: , 
._、.- , -v 

ジペレ 11 ン11 32‘ 

その詰心 I}I以絡をじけべたところ，γable 14 に示したスギのジペレ lJ ン;品dwィhイ|品i体にて川、て，

'I、ab}c 16 の Jftj"~~をえたり

3干し
.... "'jζ ， ζれらの核不:0) 桜怖を O匂 50郊の N乳CIOa i皮 lこ没;負 521. 3:m し，処守1!後記) 1J:F 12立 iん;川6) 

Fig. 19 のようになった スキ"の十，/，.-ジベン 1) ン液を:.f~Wú散守i9 ることは，除 C主兵:11 にぷる子政[キ μそお

めるものと判断 3れ允 c

ふ勺 1~.. ;; ~-7ツの Jぷ~ごコし γC-' そのみj.[，品 Q) lJfTabl日 15 の j安保でジベレリン

L 、

φ 、“ご〉i投機任ぺ/.ぐ\乙ろ，で品ble 17 

Al\IIS 系泳中、作IJ ().5056 に法LJt/)J1Jt;}. すると，くp れらのクロマツのJぷ待f_1{jl'こっし γこ，そ8) 

レ。ジヘレリンええのほ殺皮 (50 pprn) 液の敬市d、つまlド f交の u子 Clt:jt1の f佐汐 ;t Fí必 20

によ勺てトシ、る日子政p宇tS~~2 ;~r;1める J泌が巧えよ

総合的考mu 

ま剤トニ内; (~:力j支 l諸芥!I などのJ}是:;;-'1f;子I[ の平ijJfj(立、十↑こ(}j!t_ fi託子しもたらすことにある

イど宅，:FllF!j 1ここ九三して絞れ Lノたよ;ノ~ふよりー滋の訴えJ化 Jl!J何できる1)

ものとろ一えられる。このような混合効*(，ふ共カ効果でほければならなし、。この共)J効率lふ目的に J~ -:) 

点るい;立n"，事ト
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〆J 
守、しt ， ->laじ108 に c沿

1,./, 九ム:

1-ノ

日ノ
バーh 、 "ι

J 、仰、，'.)、ノ

5, i J 勺、，8 ， (1970) 

ζ/ろえ以 j ジヘl/ '， j ンジギ

伐ω

20百円、 '!J l， (1960) 

らの 4õCaC2 ""Ca(OH)去の

、

/ 汁、 rレ

i者五
A 
J 
九

, , 
つ1

，、、

、、 j

,fG, li人 i3世 1 1394, (1971) 
スヲお， γ :14，土:272 、ノ276， (19GS) 

,,+;Q.) 1次長 J 七さよよ lぎ主総:とっし「ご?
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Infiuence担 of NaCIﾛs CH1 Re日piJr島知ry Functions 

of RoゅトApice串 of Seedlings 

Akira SAfTO(l) 

Summ 

Studies on the antagonistic 乱nd synergistic joint. aιtions 01' NaCI0s with fcrtil坥o8rs and 

others 日re report日d � this p乱po8r‘

1 1nft祖ences of NaCJÛs 程pon R母spiratory Fn:nctions of 

Root“ Apices of Fertiliz母d Se告dlings

Tho8 inf!uenco8s 01 乱dditional fertilizers 乱nd others upon tho8 respi:ratory injuries foHowing 

NaCIOs tro8atment to root-apices ()f t了ansplanted seedlin:司s of SUGI (Cry�tomeria jaþOiJ Ì1刀) and 

HINOKI (ChamaecYlうa1"is ubtusa) wero8 studio8d. 

Tho8 resp叝atory rato8s (，ld凡11gjhr) at :i30C of root-apices wo81'o8 investig乱ted by means of 

¥lsing Warbu1'g Const呂nt Volume Manomet己1'.

I ♂1. Infi悶母nc官S of Different Addition品1 Fcrtilizers 

In thi8 section, tﾌ1e actions of NaCI0z soJutions at O. 50 and 3.0096 to each normal respト

rations of れわむapices ()f se円:llings unf日rtílized (a) and ferti 1i z巴d with only K (b) , Magn日sia
Lime (c) 乱nd N, P , .K. (d) as shown in T丘ble 1 were investigaü刊1 with SUGI and HINOKI 

and discussed. 

The respir乱to1'y rates of sample roo(-apice沿 not treated with N乱C]03 solutﾌon ar巴 shown

in Table 2. The respiratory rates of root向apic日8 of sampl巴 seedlings treated w咜h NaCOa 

solution at 3.00% to root-system a作品ow口 ln F刕. L The inf咊ences fol1ow匤g th巴 treatm叩t

with N乱CIOs solutioll at 0.5096 upon respiration of the excised roor..apic色s are shown 匤 Fig. 

2ハ 3. Thc sol冝 lin巴s in these 五gures 匤d�ate t11e changes in 1'ati08 of the resp叝atory r 呂tes

o:f 8aIHjll巴 root-apices treato8d w咜11 NaCIOe solutions to those (100) of untr巴乱tcd ones. It was 

found that the respi1'atory functions of root-apic日s t 1'e丘ted with NaCIOs solut卲n at 0.50対 were

generally forc巴d to r色dllce rapklly w�hin 10 m匤 after the NaC10s treatment, but 80111e s忠告dHngs
had a tendencv to b邑 restored to the level (lO�) of 叩treat吋 011e8 a1: 20 min aftcr t11e treatmcnt 

(Fig. 岳、 '3).

Th巴 recovery irom th巴 abnormal respiration immediately after the NaC10a treatment 1:0 

t11εnormal level was faster ﾍn seedlings fertiliz巴d with Magnesia Lím巴( c) , on坙 K ( b) and 

N, P, K (d) or unfertiUzed (乱) order in SUGL On Ihe contrary, th日間coverable function 

i.n t11e case of HINOKI w呂s greatεr in secdlings unfertilized (a) 01' fertilíz己d with N, P, K 

(d) , Magnesia Lime (c) and on]y K (b) order. These differences mean ma1'ked variations 

coτrelating wﾍth inJ1uence of NaCIOs tr記a1:ment to feγtiliz邑d seedlings. 1t s己記Il1S that the 

ferti.lizatﾌol1 o:f elements (N, P , K) promoted de劦n咜c1y the abnonnal respiration following 

NaCIO� tre丘tment to root-apk巴s of SUGr but cOl1trolled tho respﾍr2.tion of HINOKJ. 

vVhether SUGI or HINOKI, .it was recogníz巳d that the respi1'旦tory fun仁 tÍon of root-apices 

Received July 31, 1972 

(1) Silvic口]t ure Divi剖on
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heca.me more injur10us fol1ow匤g. NaCIO:; treatmcnt when the function of root..ap�es of seedl匤gs 

not treated with NaCI03 !301ution Wi1!3 1"託is(うd with 品 f巴rtìlízatíon on so� surhce became more 

in咊rious following NaCIOg treatmenL 

ト 2. 1n臨uence呂 of N, Pヲ K

It wa己 lnv日目tígated what 匤fluences ちlaCI03 solじ!:ÍOIlS at 0.25, 0.30 and 1. 00デ。 h乱d UpOl1 

nりrmal respirations of と以‘ìsed root.-apices of the transplanted seedlings of SUGI and HINOIG 

fertilized with N, P , K and Magnesia Lime (，t) ，ト'J ， '}ヘ K (d) and twice (g) りf N, P , K (d) 

乱S ShOWll in Tah� 3. 

T、he respira1:ﾍoTJ.s of rool々ap�es not I:rεated with N.aCI03 討。lutio引丘T日 shown 匤 T、able 6. T、he

ch乱ng在日 of respÌl乱tions [ollowin長 the NaCI0s tr巳atrn(~nts t ぐ) those (100) of untreated root-apk申告

a1 日 shown in Fi認。 4 、 ~8. 'fhese results "hλiV th乱t the respiratory runc1ﾍofw of l"Oりtωapices

Ireated with NaCl(ゐ soìutioll 品 t; 1. 00;;とi V/(うre more vigorous in SUGl 1.han in I:JINOKL '1ゴ1e

re.sp�atlf)f1s -\'leτe more v�.gorous in HINOI¥J than SCCt Orl 1.he contrary, when the NaCI03 

so.lutﾏo::'H used to thε treat.nlent "\V抗日 !:h i.nnel二 ~This bcing 80, it 111ay be cons， i cJεγed 1:hat SUGr 

was 1ess susceptihle 1;0 thc、 hüluence d NaCI03 tGs.idty 1.h 乱n HINOKI. Tt seelm; 1:11at the白 fertí.

l�at卲lls of N, P , K. (d) on SUCI and N, P, K and Magnes� Llme ( a) 011 HINOKI coutroHeci 

relat咩ely the in丹u.enccs !olkn;vírl，(ど NaCI0g trea1.ment, hut t11日記edlillgs oﾍ both SUGI aml 

1lINOKl 出uppUed an excess of N, P, K. (ι) eas�y rec日ive greater iniluence of th日 Nó_CIOg

toxi.city 也 Tlw innuence following N以:103 tr巴2山.ucnt was 111.0re rematのkable in HINOKI than 

in SUGL 

1 ...3 , Inl:l.uencl~昌 of Magne自ia Ume 

ずhe aetions of N乱CIOs solut卲l1s at 0, 25, (), 50 and 1. 00子b uj)on the respirations 01: root-apice日

in the seedlings {)f SUGI fertilized w抗h 00リ1 a constant amount of N, P. K おおd different 

品Tnounts 01' Magnesin LìrτJ.e as shむwn i11 '1、託blε7 wγere investígat巴d，

1、he r日spiratorγrates ()f sample root-apices not treated w咜h NaCIOg sotutﾎ�n are shown in 

'1 弓able 8. 'T、h己じhanges of respir乱tory 品1110unts foUowing the NaC10g tr日atmεnt 011 sample root 

乱pices are ShOW11 in Fìg , 9,,",14. '[hειl合crcaúng ratio of respiratﾌ�n was th巴 smallest in se巴dlings

fertiliz日d vv咜h Mag刀esia Lime of 21 ヘ，27g:ipot and N , P30ñ, K20 ()f 3予 4， -1 g!pot (e). 

1 -4. R母spiratiol1 of Root-Apices Treat制1 with Naむ103 Soluth:m Add吋 Ca Ion 

'fh日 ac1Ìons ()f NaC10:; solutions at O. 25, 0, fiO and L 00タb added Ca of 0祖 5096 1:0 respirat�ns 

日f root♂apices of seedHngs f日τtilized. in th巴 mallJ1er shown :ﾎ.n Tabk 5 ,vere inv巴stigated w:ﾎ.th 

S!JGI. 

γhe changes of re.spLratory rates following NaCIOg treatmellts ;.Jre shown in Fig. 15" ,,17‘ 

1'.he tr巴atmtうnt wi1:11 l:、JaCI03 駸olution addcd Ca ion 1:0 rootωapices ()f s日記d1ings fertiEzecl w咜h 

N, P , I( and 孔Iagnesia Lime <:乱) and twice (g) ()f N, P , K (d) cxceptin又 ones ferti.lized 

with N干 p， 1く(正1) showed the changes ef respiτatory rates close 1:0 normal 1 ぐôvel as cOl11pared 

wlth the acce1位nrted values (Fig , 4"...6) 01 respiratoτy rates of ro臼t-ap i.ces tre註ted with NaClOa 

solutioI1. withむut Ca ion 

It seenヲs tha工じ立 ion has an act卲n that !OViel・s the accelerated l'espìr丘tion of r()ot -ap�es 

ireated with N品C!Os s()}ution. 

1 -5. 8011 Surface ApplicatJon of NaCIOs Herbicide 

!n this section, t11ι、 abnor立lal respirat卲l1s of root-apkes of s巴edlì.llgs re;;ulting from the 

pr昌ctical use of herbidchl 日 pplic乱LI.ons on rJun;ery soH are �vest.igated a了Jd dí~，ピ usseふ

The resp�atlol1s ()f root【乱pîces ()f SUGI seedlings ferWized w�h N, P, K alld Magnes� 
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L�me (a~-c) ， N, P, K (d--Jf) and twico (g-ji) of N, P, K (d~ f) as shown in 立、able 5 were 

inv忠告tig乱ted a mOllth after the appl兤at卲ns 01' NaCIOs herbic冝e of 0, 5, 7.5 g!m2 on nurs日ry

soil 

Tho r記sults obta匤od are 8hown in 1'abìε]2. 

1'ho root司apices 01' seedEngs (b, c) fertíliz町i with Mag11日8ia Lime 匤 add��n to N, .P, K 

showed 110 ab110rm日iγespiratoTY hmct¥on iollowing tho herbic冝al applicat�11 to t11日 soil sUTface 

of nursery当1'ho1'efore， it 8eem3 t11a1: t11e fertilization of Magnes僘 Ume may be useful f()t 

the avoidance of herbicidal injury to root.-apice払

These results mean that the respiratious of root-ap�es are in司 llenced by herhicide as wε11 

在日 fertilizer. 

Il lnfluenees 01' NaClOs upon Respiratory F睦読むtiOl1S 01' 

RooむApic母s of Seedliugs Sprayed すすith Bordeaux 

Mixture and Gibber睦llil1 S油!tion

The present studies were carγied out to as仁ert乱in the intìu日nces or th日 sprays of o゚rdeaux 

Mlxture and others upon abnorrnal respiratioll io�1owing NaCIOs tIでatment to root白apices 01 

seedlings of .sむGI， .HINOI¥.I and KUROMATSU (Pinus th削llJergií).

立 -1. Inll.uel1ces of &rdeaux 斑lxtm:e Sp晶ry 011 Seedlil1gs 

[� 1:hi.3 S巴ction ， t110 actions or NaCJOs solutiOl1S 3t 0_ ;;f5, 0.50 and 1. 00% to the respirat卲n 

of root-apic日s ()f seedlings (g) ferti.l菶ed with N, P, K and spr日 yed with Bordeaux Mixture 

as shown i11 Tabl合 7 ¥vere ínvεstigated w咜h SUGI and discussed. 

'1'h巴 results obtain巴d 品re giv巴11 il1 Fig. 18 

1、he applic註tiOl1 of Bordeanx [叫ixture to seedlings fail合d to induce 札口 retan1ing e!Iect 0)] 

乱bnormal respira�!l resulted frolll NaCIOs t.reatment. 1、ho respira.tory .Eunctioロs ()f se巳d.Hngs

spra.y巴d with Bordeaux .M.ixtuTe which contairぉ(3，n exc山3日 of Lime 京 ere r日 ised milrkedly 

following NaCI03 solution 

'[、h日 τ巴spirations of root--apices wer記]11ore vigorous when 1.ho NaCl0s solut綷n was thinner. 

1t Hl2,y be consider巴d 1.hal the seed1ings hav.iτ19 1εaves sprayed with Borde日ux 孔1ixture easilv 

rec巴íve the .int�ence of NaCIOs toxicity. 

TI2‘ 111fi穏制限es of Spmy of Gibb唱reHin 801租tiü設 on. Seedllngs 

(Stud冾s on SUGl) 

In orde.r 10 inγestigate 工he inB.uenc日 of I'oli呂 g(~ spraying of g兊berollin aqueous solution on 

t11巴且bnonnal respiration of root-apices treated wγíth NaC103 solution, the changes 01' respiratory 

function ir刊日1巴diately after the treatments with NaCI03 solutions at 0, 2:ì, 0.50 乱nd 1 冒 00タt) to 

root-apices 01' se日dliロgs pτevìo Llsly not spruye.d (a) and spTayed lea v巴s wﾍth 50 ppm (b) and 

100 ppm (c) gibberell絜 aqueous solutíons, as shown in '1'abl0. 14 , w刊er陀ε 口b、serv己d 予札V>l点γ

1'h臼 respミメiratioコ)ns of th己 巴x正cis日己d γれ()(口}北t守→F札lplC色円s (む)f th そ尽'; tE悦玲込喝矧i活沼己S以S叶1: seedIiηgs 110t treated vvith NaCI03 

solutions in Tablε14 are 8ho"V11 �.n '{、able 15. ~r、h宕 changes ()f r とspLrations fol1。可λ'ing the N品じ103

tr日atment on the excised root-apices (lf the s巴むdiings 3ho\v立 in Table 14 are sltown in Fig. 19. 

In th巴 C乱se of sumple seedlings sprayed with gibherellin aqueous soludo11s) the rcspiratioIls 

within 10 min 日 fter the treatme註t shovved mark巴d .incre乱ses. It '^γas recognized that the spray 

of gibborellin aqucous solution prolTIotE",j the developmel1t of th色乱bnormal rcspiratioll of rootｭ

apíc，ぅs treated with NaCl03 solut í.o11 , 
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(Studies on KU.ROIVI/¥.'.TSU; 

The act卲ns ()f Ammonimn Sdfate (AMS) s口lUlions at ﾜ. 50 anc1 :1. ()()了キ( UIl the T巴ぉpiratiりn

root ap兤es of seedlings previow;.ly no!: sprayed (a) and sprayed le;日己~) w咜h 50 ppm (b) 

and 100 ppn1 (c) g.�.bberdlin aqu己OUS solut:ioH) a芯 s1J市町11 in Tab¥e 15, 同♂ ìnv己stigat 日d with 

KUR01¥:IA]'SU <md dìscuss討し

'fhヒ respiratioI\S of the exc訪日d :f()ot.<rpices of the ~弘rnple sに:cdlin!詰f~ not tre芯tcd wítl、 AMS

3りlutioll � 'fab1.e lf) are sho\vロ � Tabk 17, T'.he diffeæn心配S of re�3pirations � th" ど xcíscd

:r()ût~a[Jicc.s o:f f~C(ぅ61i 口氏s havin s:仁hc attached 1"Oot.svstcm treated wﾎt11 Alvrs 話。Ju ti.or: ai: 3, {)()"ら

f<)r the 11 xed ﾌloUTs are ;,hOWll in F竑.:21. '1'、h可{記う \'口マY正!.r ì官ti C'苔H冷C白3 (刊，f τt 

;叫1巧pふiしt伐日

ln the ca引〉凸 r thぽFρ .. ~託E乱U.立11P]c、 St:~edliDgs b) spra.ycd ¥vith 50 ppnl gi悦託、Tピllin aqm巳ous solut:ionJ 

1:he 1 む日pirai. }oη i:d~ 1.0 roin írrni1cúJatclv 乱1t仔γ t.he t:ren t. r九日汽t Sh.OV\/EザJ rlecγeaseず btlt th.e ;:1_bnor1naJ 

resp.1raUon \V 丘s "ヒ品torl_:~d \v :i上lún 30 1il.in. 'fhe scedJ.ings not "prayed (社} aてJ.d sPl'aye仁 1 w.ith 

乱qncous ~~:o h.ltlつn a L 100 ppn.1 (c) 只howecl 110t a dec:reasc at 10 ¥11匤 (jfter the treat 

ment. hut 11 m，u'kピ仁1 :lucて合札っ日 \;y.' J_抗 recorded. 

J?ron1. th.ese resnlt.s) :it sec!n~:; that the app1icad(�1 0:[ gibber己 Uín 泣Que-cl.1日日O.!.ULto:n れt ;)ﾜ ppm 

。
ι
し � b..ﾎbir the r;\Í,,,,d re日pLra.t i.on th白人.MS tre;;.t n日日ni ，

m Sy:nthetic C�l1sidm:atﾍ<:m 

ln vl白札口f th" "hovと i 臼 cts ， 1"11e 111.0St :re抗日ひη品b1ヒじoDclu~i(i n tけ be drawn frり rn tb 日i.l vailabL:

b 社告 foUows

l立…L Antagolli出tic ，T廿int Aetions of }{cl'bieidss with }i'ert匀izers 

/.I'ﾌ1e si1vicn1t.u..ra1. usc of he:rbicidc s.h.ould be har.l11.lcss ﾍor ubjcct咩e tree止 Frorn tl俍 poinl 

01“ v .î_C'íc"/, it j 日 propO::3cd � pr乱cUce tJ) ìntnxluc記 the f日 rt.ibzatio.n of た1乱gnヒ日ía L匇e りn SUGJ 

and ()f a l.i ttl 示、 N， 1コ、]えに>n HINOKl. before th色村、rbiιidd 札口píiじ託nü口

IIl 2 ‘ Synぞrglstíe Joint Actiom; nf l!erhieides with B1Jråea盟主lY1ixture and Others 

It see.Dl.S that. the t" ol:iag巳 びpr~fying Vv' �.t h an èX仁巴内3 of c:ぇ i(Jn 守 詰 ibhe:reUiH an.c! }3日工てleaux

lVJixJln.e on secd1.1ngs hav 七 aCÜOl1s C日 u:~ln_g high_er abnoγma] resu叝a1ﾌou ()f T!)ct.ap兤e(c. fol.lowLng 

NaClOs j 口、atment. 'J'h.f、託、 p.l! er双山lC!W nwa.n the synerglstic jO�)t a ・ ti01l 0; 01' NaC1C為 witb 

otheτS. It waお co.n sid日rcd in these c礼以おけ111t 1:hc amount � hcrbicide must be mλdeυnsìd 

cγablv thirmcr than a s l.and乱γι] arrl0U九t 、




